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現代住宅作品にみる建築と斜面の関わり方に関する研究

1　はじめに

1-1　研究の背景と目的

建築は敷地を取り巻く様々な環境条件に対応し作られ

る。その中で斜面は、環境条件や眺望、景観、方向性、

流動性などの空間的特質が平地と異なるだけでなく、

傾斜する形態は、水平な床を前提としている建築に

とって都合が悪い。そのため、人は斜面を水平な面の

段差に置き換えることによって居住空間を獲得してき

た。その典型的な例が、「雛壇造成」である。しかし、

大規模な宅地開発は自然を喪失させるだけでなく、人

間のスケールを越えた人工物をつくり上げてしまって

いるという問題性がある。もっと自然の斜面との重な

り合いの中で生まれる空間の魅力があるのではないだ

ろうか。そこで本研究は、斜面地に建つ建築家の設計

による住宅作品と斜面の相互関係を分析することで、

斜面住宅の特性を明らかにするとともに、建築の大地

への応答のしかた、建築のあり方を探る。

1-2　研究の方法

 まず、建築の接地のしかたと断面形状より、住宅が

どのようにかたちを形成して斜面に対応しているのか

を分析する。次に、住宅内外の動線、居室の配置など

の空間構成から、斜面の持つ特性をどの程度住宅に採

り入れ、それが空間に対してどのように働いているか

を分析する。そしてそれらをもとに導いた建築と斜面

の関係性を事例の検証を通じて考察する。

2　事例の選定

主に 1999 年から 10 年間の住宅雑誌を対象に、以下の

条件で事例の選定を行った。

①特徴的な敷地条件の第一が斜面地であること

②戸建住宅であること（主要用途が住宅）

③建築面積が住宅規模であること

④建物のかたちや構成が明確であること

これにより、対象事例は 156 作品となった。

3　ヴォリュームとしての斜面住宅　

建築が形態的に斜面の勾配や方向性に対して調和的か

対比的かという関係性と、またどれくらい相互に影響

し合っているかという関係の強さを見出す。

3-1　建築ヴォリュームの接地のしかたと断面形状

■接地のしかたは、接地形式と土地の改変状況によっ

て分類できる（表 1）。斜面との関係（態度）として、

高床型と張り出し型は斜面の形状に関係なく独立した

構成であり、タイプ 3a は建築が斜面に従った構成、

3b、3c は、住宅を優先させ斜面を調和させた構成、4b

は建築が斜面に調和した構成、そして dは住宅のため

に斜面を切り崩した、建築に斜面を適合させた構成と

捉えることができる。

■住宅の断面形状において、斜面に沿ってセットバッ

クさせたタイプ B、D、I、接地面を従えた C、E、F、

斜面に反した向きに積層した G、J、その中間の F、そ

して最も一般的な形状の A、H に分類できた（表 2）。

タイプ A、H が全体の約 1/3 を占め、建築の上下面と

 

1a 2a 3a 2b 3b 4b 1c 2c 3c 1d 2d 3d 4d 

① 17 1 2 4 1 8 1 1 1 3
1 5 2

② 6 2 4 3 7 2 2 1
1 3 2 1 1

③ 2 1 3 5 8 1 3 2 4 10 5
1 4 1

④ 1 1 1 1 1 7 5

⑤ 2 1

フラット
接地タイプ

密
集
度

斜面 斜面＋フラット

3-4　設計者の言及にみる接地形式のとり方

接地のしかたを決める要素として、「周辺環境・敷地

環境」、「地面（地盤）」、「構造」、「プラン」、「外観」、「制

度」が挙げられた。各接地形式の長所・短所はそれぞ

れあるが、土地や周囲の環境、ライフスタイルなどに

応じてその場所にふさわしい接地のしかたが検討され

ていることが分かった。

もに斜面に沿ったものが 15％、いずれかが斜面に沿っ

たものが40％、斜面に逆らうものは10％程度であった。

3-2　勾配による接地のしかたと断面形状の傾向

■接地タイプと斜面の傾斜角度の関係より（図 1）、タ

イプ 3a とタイプ 3b は、全体的に緩い傾斜に分布して

おり、一方、タイプ 2a、2b、2d は平均斜度が大きい。

各接地形式の斜度の上限では、表左側より、住宅の接

地部分のみ造成した接地性では、接地型（タイプ 3a）

は緩やかな斜面に限定され、地面との距離が離れる（タ

イプ 1a）、或いは縮まる（タイプ 4b）ほど上限が高く

なっている。一方、表右側の敷地全体を造成した雛壇

タイプでは、斜度が大きい場所でも接地型（タイプ

3d）の形式がとられており、傾斜角度に関係なく、分

布範囲が最も大きく見られる。

　このように、斜面を残す場合では、傾斜が急になる

と内部空間や構造的に接地が困難になり、浮せるか埋

め込ませるかの選択をせざるを得なくなり、接地のし

かたが移行される。

■断面形状タイプと斜度の関係より（図 2）、各断面形

状タイプの斜度の上限は、タイプ Eとタイプ Hが 45°

以上の急な斜面に対応している。一方斜度の上限が小

さいのは、タイプ Cと Jである。緩やかな斜面の場合、

1フロア分の段差が必要ないためタイプ B、Cの構成が

とられ、勾配が急になると階を増やすことによって対

応できるタイプ D、E へと移行する。

4　居場所としての斜面住宅

　建築が空間的にどのくらい斜面を取り入れている

か、またそれがどのように働いているか、という斜面

と空間構成の関係性の分類が可能となる。

　

4-1　住宅動線と斜面の関係

　斜面方向に対するアプローチの向きと接続方法、住

宅内部での動線を分析する。まず、アプローチの向き

では、斜面の「下から」（82 作品）が最も多く、続い

て「上から」（64 作品）、そして「直交したアプローチ」

（20 作品）であり、斜面の方向に沿う傾向がある（表 3）。

接続方法としては、動線要素を介して接続するものが

地続きで直接アクセスするアプローチと同程度見ら

れ、斜面が生み出すレベル差、接地性の低さが影響し

ていることが分かる（表 4）。また、その中で 2通り以

上のアプローチ方法をもつものが 10 作品あった。

　次に内部動線を掛け合わせた結果（図 3）、地面から

直接エントランスにアクセスし上昇する「下から／

△」（33 作品）階段やスロープでアプローチして上昇

する「下から－階段／△」（25 作品）、「上から／▽」（15

作品）や、ブリッジなどを介してアプローチし下降し

ていく「上から－ブリッジ／▽」（12 作品）は全て、

斜面方向に従い外部動線に連動して内部の室を配列し

た構成であり、この内外同一方向パタンが全体の半数

以上を占める。また対極的な構成として、アプローチ

の向きと内部動線の向きが連動せず、折り返すように

逆行する内外逆方向パタンがある。そして、直交する

横からのアプローチをとる構成は、動線方向が一体的

でない内外独立パタンといえる。（図 3）

　

4-2　住宅内部の空間構成

　表 5に「居室の断面構成」、「眺望の視点場」と接地性、

断面形状、アプローチの方向の関係をまとめた。表左

ほど斜面の方向性に従った内部構成であり、右ほど独

立した構成である。斜面の上からアプローチし下降す

る構成は、エントランス→リビング→寝室というプラ

イバシーが確保されやすい配置と高い位置からの眺望

が同時に成立するため、斜面の『方向性』と『レベル差』

が住空間にプラスに働いている。このため、ほとんど

がアプローチは最短距離をとるが、上記の構成にする

ために外部で迂回するアプローチ方法も見られた。

 また、2つ以上のアプローチをもつものは、一方が最

下階（上昇）にありもう一方が最上階（下降）にある

ことから、異なるレベルからアクセスすることで利便

性を図っている。中でも 3d と 4d に関しては、雛壇造

成によって分断されてしまった空間を、住宅を介して

つなぐことで、斜面の『連続性』を取り戻している。

un-1　　ヴィラNM／ UNスタジオ

斜面のレベル差、勾配、規模とフラットな土地との組み

合わせが、プログラムやヴォリューム構成の仕掛けとし

て利用される

急勾配を、人間の身体性に基づきつづら折れのスロープ

に変換する

レベルの異なる上下の道路を、動線によってつなぐ

勾配

地形の 　形状　  を利用する

連続性

斜面の 　勾配 　を克服する

斜面の 　レベル差　 を克服する

軽快な基礎と上部構造、地面や木にひっかけるように接地している鳥の

巣（bird house1）のような住宅である。

地面や木にできるだけ手をつけないことが、地面への接地のしかたの決

定に起因している。

■アプローチの方法

斜面の斜め下からスロープを介してアプローチする。基礎をつづら折れ

に設置することで、アプローチ動線にもなり、住宅の離れや上下 2つの

前面道路に対してつなぐ役割を果たしている。

ヴォリュームを細分化することで、上部構造が軽くなり基礎の軽減（＝

地面への配慮）に役立ち、また、各住棟が木々の中に極めて自然に近い

状態で存在する。

■空間構成

地形はレベルの異なるフラットな面とそれが傾斜面でつながれた状態

になっており、その地形を利用してヴォリュームを 2つに分離してフ

ラットな土地に置き、それを斜面の勾配に沿わせた階段でつないでい

る。その動線の続きとして 2階が丘の上に持ち上げられる。

スキップフロアの構成になっており、斜面の勾配とレベル差が階段の

スケールが一致したことによって実現された空間である。

■居室の配置・アプローチの方法

2階部分の浮いた下が駐車スペースとして利用され、庇のついたエン

トランスの役割も果たす。居室は「E＼L＼BR」の配置がとられ、床高

の変化に伴って、景色の見え方が少しずつ異なる。

mi-8　　bird house ／宮本佳明
地形を利用する 地形に調和する

ta-8　　SLIDING HOUSE ／田島則行
地形に調和する地形を捨象する →

接地性や断面形状から判断すると斜面に対応する類型に分類されるが、

この作品は敷地形状やレベル差に合わせたヴォリュームを形成し、また

動線によって造成によって分断された土地をつないでいる。敷地内の一

番高いところまで 6m以上の段差があり、すでに擁壁で固められている

状況を利用して，建物が擁壁に沿って建ち上がるような形態としている。

■アプローチの方法

主に段差の下側からアプローチするが、上側にも細い道路が通されてお

り、両方からのアプローチが可能となっている。

■空間構成

スキップフロアの居室を上がっていくにしたがって、敷地の上部まで登

りつめるような断面構成としており、シークエンスが考えられている。

スキップフロアによって動線がつづら折れになって

上段まで続く

斜面の 　レベル差（勾配）　 を利用

和室

BR E

アプローチ動線

納戸前室

L  D

loft

utility
ルーフデッキ

L
D K

EBR

D/K

L

アプローチ

common

private

E

関係のある斜面の空間的特性・形態的特性

5-1　建築と斜面の関係性

　接地のしかたと断面形状を掛け合わせたのが表 6　

であり、建築と斜面のどちらがどの程度融通を利かせ

ているか、勾配や段差が利用された居室の配置がなさ

れているか、動線の取り方が斜面の方向性にともなっ

5-2　事例の検証

　事例の検証を行った作品（表 7）の中で、斜面との関

係性がそれぞれ異なる、「ヴィラ NM」、「bird house」、

そして造成によって斜面の特性を失った敷地に建つ

「SLIDING HOUSE」についての分析を行う。

　un-1 は最も斜面との結びつきが強く、斜面のかたち

や規模が住宅のヴォリュームや身体性と適合し、無理す

ることなく成立している。mi-8 では自然のままでは使

いにくい土地を最小限の操作によって変換することで、

空間を物にしている。一方、類型と一致しないものに

おいて共通するのは、造成に対する批判的な視点から

のアプローチや、斜面の持つ有利性を人工的に蘇らせて

いることであり、ta-8 では、断面構成によって『レベ

ル差』を克服し、住宅を介して斜面の『連続性』を手

に入れている。

6　結論

　以上のように、建築と斜面の関係性や関係の強弱を

読み取ることができ、また、同じ関係性の類型からも

多様な空間が形成されていることが明らかになった。

その中で、地形を利用するものや地形に調和的なもの

は、斜面をポジティブに捉え、積極的に住宅にとり入

れることで斜面の空間的特質に加え、勾配、レベル差

という形態的特質が人のスケールにまで落とし込まれ、

デザインに強く関与する。また、斜面に対比的なものは、

地面と建築の間に生じた差異によって、斜面であるこ

との認識につながる。これらは地面と関係を持つこと

で、そこに住まうことの意味を感じさせてくれるもの

である。斜面は設計の大きな手がかりになり、建築が

融通を利かせながら地形の特性を物にすることで、空

間に場所性という価値が見出される。つまり、建築と

地形の相互関係が空間に魅力を与える。

■類型とは異なる関係性を持つ住宅の可能性

人間のスケールを越えてしまった人工物に対して、一

度失った地形の特性を呼び起こすことで個性を見出し

ている。これらのように類型と異なる関係性を持つも

の、分類しえないものこそが今後、重要になってくる

るといえるだろう。

[参考文献 ]

野出木貴夫「斜面集合住宅研究 ―斜面の分析と集合住宅の形態論的考察」

菊竹清訓「斜面の意味」『新建築』1979 年 7 月号

6°

9°

14°

20°

25°

30°

45°

55°

60°

40°

50°

設計以前に土地改変なし

設計以前に土地改変あり

平均

地面と建物の距離

「斜面」

「斜面＋フラット」

「雛壇」

土地の形状

±0＋ － ±0＋ －

接地部分のみ造成 敷地全体を造成

1a (1c)2a 3a 1d2b (2c)3b 4b 2d 3d 4d(3c)

図 1　接地のしかたと傾斜角度の関係

表 2　断面形状タイプ

造成

雛壇斜面＋フラット斜面
切土

高床型

張り出し型

接地型

埋設型

切土＋盛土接地形式

土地の改変

TYPE 2d

TYPE 3d

TYPE 4d

TYPE 1dTYPE 1c

TYPE 4b

TYPE 3a TYPE 3b TYPE 3c

TYPE 2b TYPE 2cTYPE 2a

TYPE 1a TYPE 1b

（26）

（6）

（4）

（15）

（0）

（34）

（8）

（3） （2）

（18）

（26）

（7）（1）

（6）

表 1　接地タイプ

□＝□　全体が把握できる

□≒□　連続した2つの室間
　　　　　　　で視線が通る

□≠□　室同士が分離する

（一室空間における）空間の分節

　

[1a] mi-1 ■w □＝□

[1c] sp-1 ○p

[1a] ya-1 ■p

[1a] yo-2 ■w

[1a] ta-13 ○w

[1a]ha-5 ●p

[1a] ha-3 ◆p

[1a] so-1 ◆p

[1a] is-1 ■w

[1a]ma-6 ●p

[4b] bg-1 ◆p

[1a] ni-2 ◆p

[1a] oo-1 ●w□≠□ *2

[1a]ya-2 ■w

[1a] sp-2 ◆p

[1c] ma-4 ○w *2

[1a]yc-1 ■w

眺望の視点場

[1d] an-4 ◆p *2 *R

[1c]ma-4 ○w *2

●　全室から

[2b] mi-2 ◆p

[2c] ta-11 ■p

[2b] an-1 ●p *R

[2b] ut-1 ■w □≠□

[2a] oo-2 ■w

[2d]no-2 ●p

○　全階から

[2d] yo-1 ◆p

[2b] ta-14 ○p *R

[2b] ir-1 ■w

[2b] qu-2 ○n

■　パブリックから

[2b] ka-4 ○p

[2a] ra-1 ○n

[2a] mi-8 ■p *2

◆　上階から（Lから見える）
◇　上階から（Lから見えない）
×　なし

[3d] ta-5 ○p

[3d] ku-1 ●p

[3c]wi-2 ●p

[3d] en-2 ■p

[3d] ya-3 ◆p

プライベート空間の配置

[3d] ta-8 ○p*2

[4b] ut-2 ◆p *2 *R

[4d] ka-3 ◆p *2

[4b] ta-6 ■p □＝□ [4d] sa-2 ●p □≒□

[4b] al-2 ○w

[4b] ch-1 ■p

p　BRがE-L間にない　

[4b] al-5 ×p*2 □≠□

[4d] mo-2 ●p

[4b] ni-3 ■p

[4b] wi-1 ○w

[4b]gr-1 ■p

w　BRがE-L間にある　

[4b] en-1 ○p *2

[4d] ik-1 ○p

[4b] su-1 ○p

[4b] sa-5 ■p *R
[4b]ma-3 ○p *R

ｎ　BRがE-L間にある

[4b] fu-1 ○p

[4b]pe-3 ◆w

[4b] sa-4 ○p

[4b] jo-2 ■n

[4b] ku-2 ◆p

アプローチ

[4b] sp-3 ◆p

[1a] sa-1 ●p □≠□

[1a] wa-1 ■w

[1a]no-1 ●p *R

*2　アプローチが2通り以上

[1c] gw-1 ○w

*R  まわり込んでアプローチ

[1a] al-3 ■w

[1d]su-2 ■p

[1a] pe-2 ○p

[1a] te-2 ●w

[1a] ii-1 ●w *2

[2a] mi-4 ●p □≠□ *R

[2b] mi-10 ×p

[2a] mi-8 ■p *2

[2b] ta-7 ■p

[2a] an-3 ○p

[4d] fu-2 ×p

[2b] ki-3 ■p [2b] ko-3 ●p

[2d] su-3 ●p

[2b] la-1 ○w

[2b] ha-1 ■p

[2b] na-2 ■w

[2b] se-2 ■p *2

[2d] mi-5 ×w

[3d] na-1 ○p *R

[3d] da-2 ○p

[3a] ak-1 ×p □≒□

[3d] ta-4 ◆p

[3d] fu-3 ■p *R

[3d] ta-2 ×p *R

[3d] ho-1 ◆p

[3d] mi-3 ×p

[3d] yo-5 ■p

[3b]ca-1 ◆p[3b] ha-2 ■p

[3d] mo-1 ×p

[3c] ki-6 ■p

[3b]ki-4 ○w

[3d] to-1 ◇p

[3b] ok-1 ■p

[3c] ko-1 ×w

[3d]ev-1■w

[3b] hi-1 ●p

[3c] ta-1 ■p

[3d] an-2 ×w

[3d]su-5 ×n □≒□

[3b] ki-1 ○p

[3d] ni-4 ◇p
[3d] ka-2 ◆w

[3b] yo-4○p

[3d] ni-1 ◆w

[3b] ko-2 ■p

[3c] is-2 ■w

[3d] as-1 ×p

[3d] ta-8 ○w *2

[3d] ta-12 ●p □≒□

[4b] mi-9 ○p *R

[4d] mu-1 ◆p

[4d] ki-2 ◆p
[4b] en-1 ○w *2

[4d] ed-1 ●n

[4b] ut-2 ◆p *2 *R

[4d] ka-1 ■ｗ *R
[4b] st-1 ●p

[4d] ka-3 ◆w *2

[4b] ia-1 ○w

[4b] an-5 ×p *R

[4b] te-1 ●p □＝□

[4b] al-5 ×p *2

[4d]su-4 ●w

[4b] pe-1 ○p
[4b] ma-2 ○w

[4b]al-4 ◆p *R

[4b] da-1 ○p
[4b] ha-4 ○w

[4d]ta-9 ×p

[4d] yo-3 ●p

[4d] ma-1 ×

[1a] be-1 ×p

[1a] jo-1 ●p

[1a]ma-5 ●p

[1a] ri-1 ●p
[1a] ri-2 ●p

[2b] ya-4 ■p □≒□

[2a] se-1 ●w

[2b] se-2 ■p *2

[3a] si-1 ×p

[3a] un-1 ●p

[3a] mi-7 ■w

[4d] mi-6 ◇p
[3c]si-2 ×w

[3d] ts-1 ×p

[4d] ku-3 ●p

[4d] ku-4 ×p

[4d] ab-1 ◆p *R

[4b] sa-3 ●p

[4d] ta-3 ×p

[4b]oz-1 ■w

[4b]al-1 ■p

Eが最上階にある E = L = BREが最下階にある

E-L間にBRがあるE-L間にBRがない

Eが中階にある

E
L
BR

E
L

BR

E
L BR

L
E
BR E

L
BR

E

L
BR

L
E BR

E
L
BR

E L BRE L
BR E

L
BR

LE
BREL

BR

BR
E
L

BR

P+V
凡例

VP

[1d]an-4 ◆p *2 *R

[4b]qu-1 ○p

[4b] fr-1 ●p □＝□ *R[4d] at-1 ○p □＝□

[2b] jo-3 ■p

[3d]os-1 ■p □＝□ 

E-L間にBRがある E-L間にBRがない E-L間にBRがない

▽ △△▽

Type B 

Type D 

Type C 

Type E 

Type I 

Type A 

Type H 

Type J

Type G

Type F 

断面形状も内部空間も
斜面と関係性を持たない

[ 接地タイプ  ]  事例No

表記のしかた
断面タイプ

居室の配置

[3b] ki-5 ■p □≒□ *R

配置的に遠ざける

壁や扉によって閉じる

開いた状態

L

L

L
BR

L
BR

まわり込んでアプローチ

異なるレベルをつなぐ

平地と同様の構成

調和 
    する

対比
    する

斜
面
と
の
関
係

まわり込んでアプローチ

異なるレベルをつなぐ

断面形状は斜面に沿わないが、内部空間
は斜面地の特性を活かしている

斜面の方向性を活かした内部空間

斜面に沿った断面形状で、斜面
の方向性を活かした内部空間

斜面に沿った断面形状で、
内部空間が上昇方向

平地にみられる構成

Other

表 4-5　空間構成にみる斜面との関係

平坦な土地が少ない日本では多くの山林部の開発を必要とし、雛壇造成にみられるように、傾斜した地面を段差に

置き換えることによって居住空間を獲得してきた。しかし、自然の斜面との重なり合いの中で生まれる空間の魅力

があるはずである。本研究は、斜面地に建つ建築家の設計による住宅作品と斜面の相互関係を分析することで、斜

面住宅の特性を明らかにするとともに、建築の大地への応答のしかた、建築のあり方を探る。既往の研究は集合住

宅における住戸群の設計に関するものや、住宅建築の「生え方（建ち方）」についてのケーススタディ、断面構成

の基本形を導き出しているものなど、単要素に特化したものが多い。本研究では、かたちと空間構成を全体的にみ

ることによって多様な斜面住宅の事例を体系的に評価し、さらに事例検証によって掘り下げた。その結果、建築と

地形の相互関係が空間に魅力を与え、また斜面の意味を見出すことにつながることが明らかになった。

ているか、という指標のもと斜面との関係性の傾向を

割り出した。横軸（接地のしかた）において、表中央

ほど、建築が地形に影響をもたらしているもの、そし

て左右の端ほど、地形が建築に影響をもたらしている

もので、そのうち左側が斜面に従うもの、右側が斜面

に逆らうものである。また縦軸（断面形状）は、表上

ほど斜面に沿った構成、下ほど斜面に沿わない構成で

ある。その結果、表の左上から右下にかけて、建築が

地形を「利用する」、地形に「調和する」、地形に「対

応する」、地形を「捨象する」、地形に「対比する」、

という 5つの関係性が見出された（表 7）。

　ここで、事例を検証することによって、具体的な融

通の利かせ方や空間について分析する。

□＝□　全体が把握できる
□≒□　連続した2つの室間で視線が通る

⑤（一室空間における）空間の分節

　

③眺望の視点場

●　全室から
○　全階から

④プライベート空間の配置

p　BRがE-L間にない　配置的に遠ざける
w　BRがE-L間にある　壁や扉によって閉じる

凡例

[ 接地タイプ / 断面タイプ ]  事例No (①/②) ③④　⑤⑥　 

表記のしかた
①屋根の形状

□　フラット
∧　切妻
△　寄棟

0　勾配なし
1　1°～14°
2    15°～30°

②斜度

Type B 

Type D 

Type C 

Type E 

Type I 

Type A 

Type H 

Type J

Type G

Type F 

mi-1

oo-1 ut-1

ta-14

ka-4

ta-5

ta-6

al-5 sa-4

mi-4fr-1

at-1
jo-3

sp-1

yo-2
so-1
is-1

ni-2ta-11
ir-1

en-2ut-2

al-2
ni-3

ik-1

ku-2
sp-3

ku-3

ha-3

bg-1
sp-2

mi-2 yo-1ya-3

ka-3mo-2

wi-1

en-1fu-1
na-1 ta-2

mi-9

mu-1

ka-1st-1 an-5

ya-1

ta-13

ha-5
ma-6

ya-2 yc-1
ma-4

an-1

oo-2

no-2

qu-2

ra-1

ku-1

wi-2

sa-2

ch-1

gr-1

su-1
sa-5

ma-3

pe-3

jo-2

sa-1
wa-1

no-1

gw-1

al-3

su-2

pe-2

te-2

ii-1

mi-10

mi-8

ta-7

an-3

fu-2

ki-3

ko-3

su-3

la-1

na-2

se-2

mi-5

da-2

ak-1

ta-4

fu-3

ho-1

mi-3

yo-5

ca-1

ha-2
mo-1

ki-6

ki-4

to-1

ok-1

ko-1

ev-1

hi-1

ta-1

an-2

su-5

ki-1

ni-4

ka-2

yo-4

ni-1

ko-2

is-2

as-1

ta-8

ta-12

ki-2

ed-1

ia-1

te-1

su-4

pe-1
ma-2

al-4

da-1

ha-4

ta-9

yo-3
ma-1

be-1

jo-1

ma-5

ri-1
ri-2

ya-4

se-1

si-1

un-1

mi-7

mi-6

si-2

ts-1

ki-5

ku-4

ab-1

sa-3

ta-3

oz-1

al-1

an-4

qu-1

os-1

断面
タイプ

ha-3

ha-1

逆らう回避する適合させる

TYPE 3a TYPE 4b TYPE 4dTYPE 3b

TYPE 3c TYPE 1c

 1d

TYPE 2c

TYPE 2d TYPE 1a TYPE 2a TYPE 2b

建築が 斜面に 従う 調和する 調和させる建築が斜面を 調和させる 適合させる 対応する斜面に対する
　建築の態度

    接地
タイプ

遠慮する

TYPE 3d

地形が建築に影響をもたらす
建築が地形に影響をもたらす

地形が建築に影響をもたらす

調和 
    する

対比
    する

斜
面
と
の
関
係

地形を 利用 する傾向

地形に 調和 する傾向

地形に 対応 する傾向

地形を 捨象 する傾向

地形に 対比 する傾向

表5-1　建築と斜面の関係性　

急な斜面に対応する

強

強

弱

斜面との関係

表 6　斜面との関係性

表 5　居室の断面構成

room

room

room

room

room

room

内外同一方向パタン 内外逆行パタン

内外独立パタン

斜面とは関係なく決まる

斜面に影響を受けている

斜面の下からアプローチ 斜面に直交したアプローチ

直接アプローチ テラス・ブリッジ
　　を介してアプローチ

階段・スロープ
　　を介してアプローチ

斜面の上からアプローチ

斜面方向に沿う 斜面方向に沿わない

（79） （29） （58）

（64） （82） （20）

斜面の下からアプローチ 斜面に直交したアプローチ

直接アプローチ テラス・ブリッジ
　　を介してアプローチ

階段・スロープ
　　を介してアプローチ

斜面の上からアプローチ

斜面方向に沿う 斜面方向に沿わない

（79） （29） （58）

（64） （82） （20）

表 3　アプローチの方法

表 4　接続方法

図 3　外部と内部における動線の関係性

斜面の下からアプローチ 斜面に直交したアプローチ

直接アプローチ テラス・ブリッジ
　　を介してアプローチ

階段・スロープ
　　を介してアプローチ

斜面の上からアプローチ

斜面方向に沿う 斜面方向に沿わない

E

room

room

room

E room

room

room

E

room

room

room

▽   下降 △   上昇 △▽    両方　

E room

フラット

room
room

E room
room

E

room

room
E

E

room

room

room

E

room

room

room

E

room

room

斜面の下からエレベーターで
最上階まで上り、下降

E

room

room

room

E

room

room

roomE

room

room

上から‐テラス／△ 上から／△▽ 下から／△▽

斜面の下から階段を介してアプローチ

上から‐階段／△

E room

room
E

room

room

room

room

room

room

room

room

内外同一方向パタン 内外逆行パタン

斜面とは関係なく決まる

斜面に影響を受けている

上から／△▽

0 10 20 30 40

外部のアプローチ動線

事例数

△（上昇）

△▽（両方）

▽（下降）

フラット

内部の動線

方向 接続方法

（79） （29） （58）

（64） （82） （20）

0 10 20 30 40 50 60 70

階段・スロープ

そのまま

そのまま

階段

ブリッジ・テラス

そのまま

外部のアプローチ動線

事例数

△（上昇）

△▽（両方）

▽（下降）

フラット

内部の動線

下から

横から

上から

階段・スロープ

そのまま

そのまま

ブリッジ・テラス

そのまま

下から

横から

上から
階段・スロープ

ブリッジ・テラス

ブリッジ・テラス

階段・スロープ

街側

山側

歩行用の
アプローチ

車用の
アプローチ

斜面に沿う
スキップ

積層

セットバックする 飛び出す

Type B 

Type D 

Type C 

Type E 

Type I 

Type A 

Type H 

Type J

Type G

Type F 

平屋

(14) (15)

(22)

(13)

(32)

(17)

(10)

(20)(9)

(4)

図 3　外部と内部の動線

　内外独立パタンは全体の1割程度にとどまっており、

残り 9割は内外同一方向パタンや内外逆方向パタンの

ように斜面の方向性によって動線が決定していること

から、斜面の『方向性』が住宅の内外に渡る全体構成

を秩序づけていることがわかった。

6°

9°

14°

20°

25°

30°

45°

55°

60°

10％

15％

25％

58 ～ 60％

23/15（法規上許容

　　　される階段

　　　勾配の上限）

最も一般的な

階段勾配の範囲

40°

50°

下面が斜面に沿った形状

スキップ 積層平屋
設計以前に土地改変なし

設計以前に土地改変あり

平均

勾配（段差）が
1フロア分を越える

勾配の変化に伴って

ヴォリュームをずらす

A B C D E F  HG I J

図 2　断面構成と傾斜角度の関係

また、他の事例から、斜面の『変化』、『眺望』

という空間的特質の利用も見られた。同じ類

型に属した事例においても、関与する斜面の

特性や関わり方が異なり、多様な空間が形成

されていることがわかった。

表8  事例検証の作品一覧

No. 作品名 設計者 地形との関係性の傾向

mi-7 PUT 宮本佳明 利用する
un-1 ヴィラNM UNスタジオ 利用する
al-5 トリョ・ハウス アルヴァロ・シザ 利用する
sa-1 ユニットプランの家 坂倉準三 利用する
mi-4 元階段の家 宮本佳明 利用する
mi-8 bird house 宮本佳明 調和する
sa-4 北向斜面住宅 三分一博志 調和する
te-1 熱海のステップハウス 手塚貴晴＋手塚由比 調和する
mi-9 富士河口湖の家 宮崎浩 対比する
ma-6 マティアス・クロッツ ラウル邸 対比する
se-1 ショーン・ゴッドセル キューの家 対比する
ta-7 廊の家 武井誠＋鍋島千恵 対比する
na-2 ¬ 中山眞琴 対比する
ta-8 SLIDING HOUSE 田島則行 対応する → 調和する
ko-1 アシタノイエ 小泉雅生 捨象する → 調和する
su-2 松山の住宅 末光弘和＋末光陽子 捨象する → 調和する
mi-5 SHIP 宮本佳明 対応する → 対比する
ka-1 G-house 釜萢誠司＋針谷將史 対応する → 対比する
ri-2 デザート・ノマド・ハウス リック・ジョイ 対比する → 捨象する

関
係
性
が
類
型
と
一
致
す
る

一
致
し
な
い

表 7 各性質の定義

地形を利用する

地形の特性を利用するこ
とで地形が建築にプラス
に働いているもの

地形に調和する

建築が融通を利かせなが
ら地形にプラスに働きか
けるもの

地形に対応する

建築が地形の影響を受け
ているもの

地形を捨象する

建築が地形を無視して存
在しているもの

地形に対比する

建築によって地形がより
強く表れるもの

Administrator
長方形
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建築デザイン分野　M08TD006　河合美幸

現代住宅作品にみる建築と斜面の関わり方に関する研究

1　はじめに

1-1　研究の背景と目的

建築は敷地を取り巻く様々な環境条件に対応し作られ

る。その中で斜面は、環境条件や眺望、景観、方向性、

流動性などの空間的特質が平地と異なるだけでなく、

傾斜する形態は、水平な床を前提としている建築に

とって都合が悪い。そのため、人は斜面を水平な面の

段差に置き換えることによって居住空間を獲得してき

た。その典型的な例が、「雛壇造成」である。しかし、

大規模な宅地開発は自然を喪失させるだけでなく、人

間のスケールを越えた人工物をつくり上げてしまって

いるという問題性がある。もっと自然の斜面との重な

り合いの中で生まれる空間の魅力があるのではないだ

ろうか。そこで本研究は、斜面地に建つ建築家の設計

による住宅作品と斜面の相互関係を分析することで、

斜面住宅の特性を明らかにするとともに、建築の大地

への応答のしかた、建築のあり方を探る。

1-2　研究の方法

 まず、建築の接地のしかたと断面形状より、住宅が

どのようにかたちを形成して斜面に対応しているのか

を分析する。次に、住宅内外の動線、居室の配置など

の空間構成から、斜面の持つ特性をどの程度住宅に採

り入れ、それが空間に対してどのように働いているか

を分析する。そしてそれらをもとに導いた建築と斜面

の関係性を事例の検証を通じて考察する。

2　事例の選定

主に 1999 年から 10 年間の住宅雑誌を対象に、以下の

条件で事例の選定を行った。

①特徴的な敷地条件の第一が斜面地であること

②戸建住宅であること（主要用途が住宅）

③建築面積が住宅規模であること

④建物のかたちや構成が明確であること

これにより、対象事例は 156 作品となった。

3　ヴォリュームとしての斜面住宅　

建築が形態的に斜面の勾配や方向性に対して調和的か

対比的かという関係性と、またどれくらい相互に影響

し合っているかという関係の強さを見出す。

3-1　建築ヴォリュームの接地のしかたと断面形状

■接地のしかたは、接地形式と土地の改変状況によっ

て分類できる（表 1）。斜面との関係（態度）として、

高床型と張り出し型は斜面の形状に関係なく独立した

構成であり、タイプ 3a は建築が斜面に従った構成、

3b、3c は、住宅を優先させ斜面を調和させた構成、4b

は建築が斜面に調和した構成、そして dは住宅のため

に斜面を切り崩した、建築に斜面を適合させた構成と

捉えることができる。

■住宅の断面形状において、斜面に沿ってセットバッ

クさせたタイプ B、D、I、接地面を従えた C、E、F、

斜面に反した向きに積層した G、J、その中間の F、そ

して最も一般的な形状の A、H に分類できた（表 2）。

タイプ A、H が全体の約 1/3 を占め、建築の上下面と

 

1a 2a 3a 2b 3b 4b 1c 2c 3c 1d 2d 3d 4d 

① 17 1 2 4 1 8 1 1 1 3
1 5 2

② 6 2 4 3 7 2 2 1
1 3 2 1 1

③ 2 1 3 5 8 1 3 2 4 10 5
1 4 1

④ 1 1 1 1 1 7 5

⑤ 2 1

フラット
接地タイプ

密
集
度

斜面 斜面＋フラット

3-4　設計者の言及にみる接地形式のとり方

接地のしかたを決める要素として、「周辺環境・敷地

環境」、「地面（地盤）」、「構造」、「プラン」、「外観」、「制

度」が挙げられた。各接地形式の長所・短所はそれぞ

れあるが、土地や周囲の環境、ライフスタイルなどに

応じてその場所にふさわしい接地のしかたが検討され

ていることが分かった。

もに斜面に沿ったものが 15％、いずれかが斜面に沿っ

たものが40％、斜面に逆らうものは10％程度であった。

3-2　勾配による接地のしかたと断面形状の傾向

■接地タイプと斜面の傾斜角度の関係より（図 1）、タ

イプ 3a とタイプ 3b は、全体的に緩い傾斜に分布して

おり、一方、タイプ 2a、2b、2d は平均斜度が大きい。

各接地形式の斜度の上限では、表左側より、住宅の接

地部分のみ造成した接地性では、接地型（タイプ 3a）

は緩やかな斜面に限定され、地面との距離が離れる（タ

イプ 1a）、或いは縮まる（タイプ 4b）ほど上限が高く

なっている。一方、表右側の敷地全体を造成した雛壇

タイプでは、斜度が大きい場所でも接地型（タイプ

3d）の形式がとられており、傾斜角度に関係なく、分

布範囲が最も大きく見られる。

　このように、斜面を残す場合では、傾斜が急になる

と内部空間や構造的に接地が困難になり、浮せるか埋

め込ませるかの選択をせざるを得なくなり、接地のし

かたが移行される。

■断面形状タイプと斜度の関係より（図 2）、各断面形

状タイプの斜度の上限は、タイプ Eとタイプ Hが 45°

以上の急な斜面に対応している。一方斜度の上限が小

さいのは、タイプ Cと Jである。緩やかな斜面の場合、

1フロア分の段差が必要ないためタイプ B、Cの構成が

とられ、勾配が急になると階を増やすことによって対

応できるタイプ D、E へと移行する。

4　居場所としての斜面住宅

　建築が空間的にどのくらい斜面を取り入れている

か、またそれがどのように働いているか、という斜面

と空間構成の関係性の分類が可能となる。

　

4-1　住宅動線と斜面の関係

　斜面方向に対するアプローチの向きと接続方法、住

宅内部での動線を分析する。まず、アプローチの向き

では、斜面の「下から」（82 作品）が最も多く、続い

て「上から」（64 作品）、そして「直交したアプローチ」

（20 作品）であり、斜面の方向に沿う傾向がある（表 3）。

接続方法としては、動線要素を介して接続するものが

地続きで直接アクセスするアプローチと同程度見ら

れ、斜面が生み出すレベル差、接地性の低さが影響し

ていることが分かる（表 4）。また、その中で 2通り以

上のアプローチ方法をもつものが 10 作品あった。

　次に内部動線を掛け合わせた結果（図 3）、地面から

直接エントランスにアクセスし上昇する「下から／

△」（33 作品）階段やスロープでアプローチして上昇

する「下から－階段／△」（25 作品）、「上から／▽」（15

作品）や、ブリッジなどを介してアプローチし下降し

ていく「上から－ブリッジ／▽」（12 作品）は全て、

斜面方向に従い外部動線に連動して内部の室を配列し

た構成であり、この内外同一方向パタンが全体の半数

以上を占める。また対極的な構成として、アプローチ

の向きと内部動線の向きが連動せず、折り返すように

逆行する内外逆方向パタンがある。そして、直交する

横からのアプローチをとる構成は、動線方向が一体的

でない内外独立パタンといえる。（図 3）

　

4-2　住宅内部の空間構成

　表 5に「居室の断面構成」、「眺望の視点場」と接地性、

断面形状、アプローチの方向の関係をまとめた。表左

ほど斜面の方向性に従った内部構成であり、右ほど独

立した構成である。斜面の上からアプローチし下降す

る構成は、エントランス→リビング→寝室というプラ

イバシーが確保されやすい配置と高い位置からの眺望

が同時に成立するため、斜面の『方向性』と『レベル差』

が住空間にプラスに働いている。このため、ほとんど

がアプローチは最短距離をとるが、上記の構成にする

ために外部で迂回するアプローチ方法も見られた。

 また、2つ以上のアプローチをもつものは、一方が最

下階（上昇）にありもう一方が最上階（下降）にある

ことから、異なるレベルからアクセスすることで利便

性を図っている。中でも 3d と 4d に関しては、雛壇造

成によって分断されてしまった空間を、住宅を介して

つなぐことで、斜面の『連続性』を取り戻している。

un-1　　ヴィラNM／ UNスタジオ

斜面のレベル差、勾配、規模とフラットな土地との組み

合わせが、プログラムやヴォリューム構成の仕掛けとし

て利用される

急勾配を、人間の身体性に基づきつづら折れのスロープ

に変換する

レベルの異なる上下の道路を、動線によってつなぐ

勾配

地形の 　形状　  を利用する

連続性

斜面の 　勾配 　を克服する

斜面の 　レベル差　 を克服する

軽快な基礎と上部構造、地面や木にひっかけるように接地している鳥の

巣（bird house1）のような住宅である。

地面や木にできるだけ手をつけないことが、地面への接地のしかたの決

定に起因している。

■アプローチの方法

斜面の斜め下からスロープを介してアプローチする。基礎をつづら折れ

に設置することで、アプローチ動線にもなり、住宅の離れや上下 2つの

前面道路に対してつなぐ役割を果たしている。

ヴォリュームを細分化することで、上部構造が軽くなり基礎の軽減（＝

地面への配慮）に役立ち、また、各住棟が木々の中に極めて自然に近い

状態で存在する。

■空間構成

地形はレベルの異なるフラットな面とそれが傾斜面でつながれた状態

になっており、その地形を利用してヴォリュームを 2つに分離してフ

ラットな土地に置き、それを斜面の勾配に沿わせた階段でつないでい

る。その動線の続きとして 2階が丘の上に持ち上げられる。

スキップフロアの構成になっており、斜面の勾配とレベル差が階段の

スケールが一致したことによって実現された空間である。

■居室の配置・アプローチの方法

2階部分の浮いた下が駐車スペースとして利用され、庇のついたエン

トランスの役割も果たす。居室は「E＼L＼BR」の配置がとられ、床高

の変化に伴って、景色の見え方が少しずつ異なる。

mi-8　　bird house ／宮本佳明
地形を利用する 地形に調和する

ta-8　　SLIDING HOUSE ／田島則行
地形に調和する地形を捨象する →

接地性や断面形状から判断すると斜面に対応する類型に分類されるが、

この作品は敷地形状やレベル差に合わせたヴォリュームを形成し、また

動線によって造成によって分断された土地をつないでいる。敷地内の一

番高いところまで 6m以上の段差があり、すでに擁壁で固められている

状況を利用して，建物が擁壁に沿って建ち上がるような形態としている。

■アプローチの方法

主に段差の下側からアプローチするが、上側にも細い道路が通されてお

り、両方からのアプローチが可能となっている。

■空間構成

スキップフロアの居室を上がっていくにしたがって、敷地の上部まで登

りつめるような断面構成としており、シークエンスが考えられている。

スキップフロアによって動線がつづら折れになって

上段まで続く

斜面の 　レベル差（勾配）　 を利用

和室

BR E

アプローチ動線

納戸前室

L  D

loft

utility
ルーフデッキ

L
D K

EBR

D/K

L

アプローチ

common

private

E

関係のある斜面の空間的特性・形態的特性

5-1　建築と斜面の関係性

　接地のしかたと断面形状を掛け合わせたのが表 6　

であり、建築と斜面のどちらがどの程度融通を利かせ

ているか、勾配や段差が利用された居室の配置がなさ

れているか、動線の取り方が斜面の方向性にともなっ

5-2　事例の検証

　事例の検証を行った作品（表 7）の中で、斜面との関

係性がそれぞれ異なる、「ヴィラ NM」、「bird house」、

そして造成によって斜面の特性を失った敷地に建つ

「SLIDING HOUSE」についての分析を行う。

　un-1 は最も斜面との結びつきが強く、斜面のかたち

や規模が住宅のヴォリュームや身体性と適合し、無理す

ることなく成立している。mi-8 では自然のままでは使

いにくい土地を最小限の操作によって変換することで、

空間を物にしている。一方、類型と一致しないものに

おいて共通するのは、造成に対する批判的な視点から

のアプローチや、斜面の持つ有利性を人工的に蘇らせて

いることであり、ta-8 では、断面構成によって『レベ

ル差』を克服し、住宅を介して斜面の『連続性』を手

に入れている。

6　結論

　以上のように、建築と斜面の関係性や関係の強弱を

読み取ることができ、また、同じ関係性の類型からも

多様な空間が形成されていることが明らかになった。

その中で、地形を利用するものや地形に調和的なもの

は、斜面をポジティブに捉え、積極的に住宅にとり入

れることで斜面の空間的特質に加え、勾配、レベル差

という形態的特質が人のスケールにまで落とし込まれ、

デザインに強く関与する。また、斜面に対比的なものは、

地面と建築の間に生じた差異によって、斜面であるこ

との認識につながる。これらは地面と関係を持つこと

で、そこに住まうことの意味を感じさせてくれるもの

である。斜面は設計の大きな手がかりになり、建築が

融通を利かせながら地形の特性を物にすることで、空

間に場所性という価値が見出される。つまり、建築と

地形の相互関係が空間に魅力を与える。

■類型とは異なる関係性を持つ住宅の可能性

人間のスケールを越えてしまった人工物に対して、一

度失った地形の特性を呼び起こすことで個性を見出し

ている。これらのように類型と異なる関係性を持つも

の、分類しえないものこそが今後、重要になってくる

るといえるだろう。
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図 1　接地のしかたと傾斜角度の関係

表 2　断面形状タイプ

造成

雛壇斜面＋フラット斜面
切土

高床型

張り出し型

接地型

埋設型

切土＋盛土接地形式

土地の改変

TYPE 2d

TYPE 3d

TYPE 4d

TYPE 1dTYPE 1c

TYPE 4b

TYPE 3a TYPE 3b TYPE 3c

TYPE 2b TYPE 2cTYPE 2a

TYPE 1a TYPE 1b

（26）

（6）

（4）

（15）

（0）

（34）

（8）

（3） （2）

（18）

（26）

（7）（1）

（6）

表 1　接地タイプ

□＝□　全体が把握できる

□≒□　連続した2つの室間
　　　　　　　で視線が通る

□≠□　室同士が分離する

（一室空間における）空間の分節

　

[1a] mi-1 ■w □＝□

[1c] sp-1 ○p

[1a] ya-1 ■p

[1a] yo-2 ■w

[1a] ta-13 ○w

[1a]ha-5 ●p

[1a] ha-3 ◆p

[1a] so-1 ◆p

[1a] is-1 ■w

[1a]ma-6 ●p

[4b] bg-1 ◆p

[1a] ni-2 ◆p

[1a] oo-1 ●w□≠□ *2

[1a]ya-2 ■w

[1a] sp-2 ◆p

[1c] ma-4 ○w *2

[1a]yc-1 ■w

眺望の視点場

[1d] an-4 ◆p *2 *R

[1c]ma-4 ○w *2

●　全室から

[2b] mi-2 ◆p

[2c] ta-11 ■p

[2b] an-1 ●p *R

[2b] ut-1 ■w □≠□

[2a] oo-2 ■w

[2d]no-2 ●p

○　全階から

[2d] yo-1 ◆p

[2b] ta-14 ○p *R

[2b] ir-1 ■w

[2b] qu-2 ○n

■　パブリックから

[2b] ka-4 ○p

[2a] ra-1 ○n

[2a] mi-8 ■p *2

◆　上階から（Lから見える）
◇　上階から（Lから見えない）
×　なし

[3d] ta-5 ○p

[3d] ku-1 ●p

[3c]wi-2 ●p

[3d] en-2 ■p

[3d] ya-3 ◆p

プライベート空間の配置

[3d] ta-8 ○p*2

[4b] ut-2 ◆p *2 *R

[4d] ka-3 ◆p *2

[4b] ta-6 ■p □＝□ [4d] sa-2 ●p □≒□

[4b] al-2 ○w

[4b] ch-1 ■p

p　BRがE-L間にない　

[4b] al-5 ×p*2 □≠□

[4d] mo-2 ●p

[4b] ni-3 ■p

[4b] wi-1 ○w

[4b]gr-1 ■p

w　BRがE-L間にある　

[4b] en-1 ○p *2

[4d] ik-1 ○p

[4b] su-1 ○p

[4b] sa-5 ■p *R
[4b]ma-3 ○p *R

ｎ　BRがE-L間にある

[4b] fu-1 ○p

[4b]pe-3 ◆w

[4b] sa-4 ○p

[4b] jo-2 ■n

[4b] ku-2 ◆p

アプローチ

[4b] sp-3 ◆p

[1a] sa-1 ●p □≠□

[1a] wa-1 ■w

[1a]no-1 ●p *R

*2　アプローチが2通り以上

[1c] gw-1 ○w

*R  まわり込んでアプローチ

[1a] al-3 ■w

[1d]su-2 ■p

[1a] pe-2 ○p

[1a] te-2 ●w

[1a] ii-1 ●w *2

[2a] mi-4 ●p □≠□ *R

[2b] mi-10 ×p

[2a] mi-8 ■p *2

[2b] ta-7 ■p

[2a] an-3 ○p

[4d] fu-2 ×p

[2b] ki-3 ■p [2b] ko-3 ●p

[2d] su-3 ●p

[2b] la-1 ○w

[2b] ha-1 ■p

[2b] na-2 ■w

[2b] se-2 ■p *2

[2d] mi-5 ×w

[3d] na-1 ○p *R

[3d] da-2 ○p

[3a] ak-1 ×p □≒□

[3d] ta-4 ◆p

[3d] fu-3 ■p *R

[3d] ta-2 ×p *R

[3d] ho-1 ◆p

[3d] mi-3 ×p

[3d] yo-5 ■p

[3b]ca-1 ◆p[3b] ha-2 ■p

[3d] mo-1 ×p

[3c] ki-6 ■p

[3b]ki-4 ○w

[3d] to-1 ◇p

[3b] ok-1 ■p

[3c] ko-1 ×w

[3d]ev-1■w

[3b] hi-1 ●p

[3c] ta-1 ■p

[3d] an-2 ×w

[3d]su-5 ×n □≒□

[3b] ki-1 ○p

[3d] ni-4 ◇p
[3d] ka-2 ◆w

[3b] yo-4○p

[3d] ni-1 ◆w

[3b] ko-2 ■p

[3c] is-2 ■w

[3d] as-1 ×p

[3d] ta-8 ○w *2

[3d] ta-12 ●p □≒□

[4b] mi-9 ○p *R

[4d] mu-1 ◆p

[4d] ki-2 ◆p
[4b] en-1 ○w *2

[4d] ed-1 ●n

[4b] ut-2 ◆p *2 *R

[4d] ka-1 ■ｗ *R
[4b] st-1 ●p

[4d] ka-3 ◆w *2

[4b] ia-1 ○w

[4b] an-5 ×p *R

[4b] te-1 ●p □＝□

[4b] al-5 ×p *2

[4d]su-4 ●w

[4b] pe-1 ○p
[4b] ma-2 ○w

[4b]al-4 ◆p *R

[4b] da-1 ○p
[4b] ha-4 ○w

[4d]ta-9 ×p

[4d] yo-3 ●p

[4d] ma-1 ×

[1a] be-1 ×p

[1a] jo-1 ●p

[1a]ma-5 ●p

[1a] ri-1 ●p
[1a] ri-2 ●p

[2b] ya-4 ■p □≒□

[2a] se-1 ●w

[2b] se-2 ■p *2

[3a] si-1 ×p

[3a] un-1 ●p

[3a] mi-7 ■w

[4d] mi-6 ◇p
[3c]si-2 ×w

[3d] ts-1 ×p

[4d] ku-3 ●p

[4d] ku-4 ×p

[4d] ab-1 ◆p *R

[4b] sa-3 ●p

[4d] ta-3 ×p

[4b]oz-1 ■w

[4b]al-1 ■p

Eが最上階にある E = L = BREが最下階にある

E-L間にBRがあるE-L間にBRがない

Eが中階にある

E
L
BR

E
L

BR

E
L BR

L
E
BR E

L
BR

E

L
BR

L
E BR

E
L
BR

E L BRE L
BR E

L
BR

LE
BREL

BR

BR
E
L

BR

P+V
凡例

VP

[1d]an-4 ◆p *2 *R

[4b]qu-1 ○p

[4b] fr-1 ●p □＝□ *R[4d] at-1 ○p □＝□

[2b] jo-3 ■p

[3d]os-1 ■p □＝□ 

E-L間にBRがある E-L間にBRがない E-L間にBRがない

▽ △△▽

Type B 

Type D 

Type C 

Type E 

Type I 

Type A 

Type H 

Type J

Type G

Type F 

断面形状も内部空間も
斜面と関係性を持たない

[ 接地タイプ  ]  事例No

表記のしかた
断面タイプ

居室の配置

[3b] ki-5 ■p □≒□ *R

配置的に遠ざける

壁や扉によって閉じる

開いた状態

L

L

L
BR

L
BR

まわり込んでアプローチ

異なるレベルをつなぐ

平地と同様の構成

調和 
    する

対比
    する

斜
面
と
の
関
係

まわり込んでアプローチ

異なるレベルをつなぐ

断面形状は斜面に沿わないが、内部空間
は斜面地の特性を活かしている

斜面の方向性を活かした内部空間

斜面に沿った断面形状で、斜面
の方向性を活かした内部空間

斜面に沿った断面形状で、
内部空間が上昇方向

平地にみられる構成

Other

表 4-5　空間構成にみる斜面との関係

平坦な土地が少ない日本では多くの山林部の開発を必要とし、雛壇造成にみられるように、傾斜した地面を段差に

置き換えることによって居住空間を獲得してきた。しかし、自然の斜面との重なり合いの中で生まれる空間の魅力

があるはずである。本研究は、斜面地に建つ建築家の設計による住宅作品と斜面の相互関係を分析することで、斜

面住宅の特性を明らかにするとともに、建築の大地への応答のしかた、建築のあり方を探る。既往の研究は集合住

宅における住戸群の設計に関するものや、住宅建築の「生え方（建ち方）」についてのケーススタディ、断面構成

の基本形を導き出しているものなど、単要素に特化したものが多い。本研究では、かたちと空間構成を全体的にみ

ることによって多様な斜面住宅の事例を体系的に評価し、さらに事例検証によって掘り下げた。その結果、建築と

地形の相互関係が空間に魅力を与え、また斜面の意味を見出すことにつながることが明らかになった。

ているか、という指標のもと斜面との関係性の傾向を

割り出した。横軸（接地のしかた）において、表中央

ほど、建築が地形に影響をもたらしているもの、そし

て左右の端ほど、地形が建築に影響をもたらしている

もので、そのうち左側が斜面に従うもの、右側が斜面

に逆らうものである。また縦軸（断面形状）は、表上

ほど斜面に沿った構成、下ほど斜面に沿わない構成で

ある。その結果、表の左上から右下にかけて、建築が

地形を「利用する」、地形に「調和する」、地形に「対

応する」、地形を「捨象する」、地形に「対比する」、

という 5つの関係性が見出された（表 7）。

　ここで、事例を検証することによって、具体的な融

通の利かせ方や空間について分析する。

□＝□　全体が把握できる
□≒□　連続した2つの室間で視線が通る

⑤（一室空間における）空間の分節

　

③眺望の視点場

●　全室から
○　全階から

④プライベート空間の配置

p　BRがE-L間にない　配置的に遠ざける
w　BRがE-L間にある　壁や扉によって閉じる

凡例

[ 接地タイプ / 断面タイプ ]  事例No (①/②) ③④　⑤⑥　 

表記のしかた
①屋根の形状

□　フラット
∧　切妻
△　寄棟

0　勾配なし
1　1°～14°
2    15°～30°

②斜度

Type B 

Type D 

Type C 

Type E 

Type I 

Type A 

Type H 

Type J

Type G

Type F 

mi-1

oo-1 ut-1

ta-14

ka-4

ta-5

ta-6

al-5 sa-4

mi-4fr-1

at-1
jo-3

sp-1

yo-2
so-1
is-1

ni-2ta-11
ir-1

en-2ut-2

al-2
ni-3

ik-1

ku-2
sp-3

ku-3

ha-3

bg-1
sp-2

mi-2 yo-1ya-3

ka-3mo-2

wi-1

en-1fu-1
na-1 ta-2

mi-9

mu-1

ka-1st-1 an-5

ya-1

ta-13

ha-5
ma-6

ya-2 yc-1
ma-4

an-1

oo-2

no-2

qu-2

ra-1

ku-1

wi-2

sa-2

ch-1

gr-1

su-1
sa-5

ma-3

pe-3

jo-2

sa-1
wa-1

no-1

gw-1

al-3

su-2

pe-2

te-2

ii-1

mi-10

mi-8

ta-7

an-3

fu-2

ki-3

ko-3

su-3

la-1

na-2

se-2

mi-5

da-2

ak-1

ta-4

fu-3

ho-1

mi-3

yo-5

ca-1

ha-2
mo-1

ki-6

ki-4

to-1

ok-1

ko-1

ev-1

hi-1

ta-1

an-2

su-5

ki-1

ni-4

ka-2

yo-4

ni-1

ko-2

is-2

as-1

ta-8

ta-12

ki-2

ed-1

ia-1

te-1

su-4

pe-1
ma-2

al-4

da-1

ha-4

ta-9

yo-3
ma-1

be-1

jo-1

ma-5

ri-1
ri-2

ya-4

se-1

si-1

un-1

mi-7

mi-6

si-2

ts-1

ki-5

ku-4

ab-1

sa-3

ta-3

oz-1

al-1

an-4

qu-1

os-1

断面
タイプ

ha-3

ha-1

逆らう回避する適合させる

TYPE 3a TYPE 4b TYPE 4dTYPE 3b

TYPE 3c TYPE 1c

 1d

TYPE 2c

TYPE 2d TYPE 1a TYPE 2a TYPE 2b

建築が 斜面に 従う 調和する 調和させる建築が斜面を 調和させる 適合させる 対応する斜面に対する
　建築の態度

    接地
タイプ

遠慮する

TYPE 3d

地形が建築に影響をもたらす
建築が地形に影響をもたらす

地形が建築に影響をもたらす

調和 
    する

対比
    する

斜
面
と
の
関
係

地形を 利用 する傾向

地形に 調和 する傾向

地形に 対応 する傾向

地形を 捨象 する傾向

地形に 対比 する傾向

表5-1　建築と斜面の関係性　

急な斜面に対応する

強

強

弱

斜面との関係

表 6　斜面との関係性

表 5　居室の断面構成

room

room

room

room

room

room

内外同一方向パタン 内外逆行パタン

内外独立パタン

斜面とは関係なく決まる

斜面に影響を受けている

斜面の下からアプローチ 斜面に直交したアプローチ

直接アプローチ テラス・ブリッジ
　　を介してアプローチ

階段・スロープ
　　を介してアプローチ

斜面の上からアプローチ

斜面方向に沿う 斜面方向に沿わない

（79） （29） （58）

（64） （82） （20）

斜面の下からアプローチ 斜面に直交したアプローチ

直接アプローチ テラス・ブリッジ
　　を介してアプローチ

階段・スロープ
　　を介してアプローチ

斜面の上からアプローチ

斜面方向に沿う 斜面方向に沿わない

（79） （29） （58）

（64） （82） （20）

表 3　アプローチの方法

表 4　接続方法

図 3　外部と内部における動線の関係性

斜面の下からアプローチ 斜面に直交したアプローチ

直接アプローチ テラス・ブリッジ
　　を介してアプローチ

階段・スロープ
　　を介してアプローチ

斜面の上からアプローチ

斜面方向に沿う 斜面方向に沿わない

E

room

room

room

E room

room

room

E

room

room

room

▽   下降 △   上昇 △▽    両方　

E room

フラット

room
room

E room
room

E

room

room
E

E

room

room

room

E

room

room

room

E

room

room

斜面の下からエレベーターで
最上階まで上り、下降

E

room

room

room

E

room

room

roomE

room

room

上から‐テラス／△ 上から／△▽ 下から／△▽

斜面の下から階段を介してアプローチ

上から‐階段／△

E room

room
E

room

room

room

room

room

room

room

room

内外同一方向パタン 内外逆行パタン

斜面とは関係なく決まる

斜面に影響を受けている

上から／△▽

0 10 20 30 40

外部のアプローチ動線

事例数

△（上昇）

△▽（両方）

▽（下降）

フラット

内部の動線

方向 接続方法

（79） （29） （58）

（64） （82） （20）

0 10 20 30 40 50 60 70

階段・スロープ

そのまま

そのまま

階段

ブリッジ・テラス

そのまま

外部のアプローチ動線

事例数

△（上昇）

△▽（両方）

▽（下降）

フラット

内部の動線

下から

横から

上から

階段・スロープ

そのまま

そのまま

ブリッジ・テラス

そのまま

下から

横から

上から
階段・スロープ

ブリッジ・テラス

ブリッジ・テラス

階段・スロープ

街側

山側

歩行用の
アプローチ

車用の
アプローチ

斜面に沿う
スキップ

積層

セットバックする 飛び出す

Type B 

Type D 

Type C 

Type E 

Type I 

Type A 

Type H 

Type J

Type G

Type F 

平屋

(14) (15)

(22)

(13)

(32)

(17)

(10)

(20)(9)

(4)

図 3　外部と内部の動線

　内外独立パタンは全体の1割程度にとどまっており、

残り 9割は内外同一方向パタンや内外逆方向パタンの

ように斜面の方向性によって動線が決定していること

から、斜面の『方向性』が住宅の内外に渡る全体構成

を秩序づけていることがわかった。

6°

9°

14°

20°

25°

30°

45°

55°

60°

10％

15％

25％

58 ～ 60％

23/15（法規上許容

　　　される階段

　　　勾配の上限）

最も一般的な

階段勾配の範囲

40°

50°

下面が斜面に沿った形状

スキップ 積層平屋
設計以前に土地改変なし

設計以前に土地改変あり

平均

勾配（段差）が
1フロア分を越える

勾配の変化に伴って

ヴォリュームをずらす

A B C D E F  HG I J

図 2　断面構成と傾斜角度の関係

また、他の事例から、斜面の『変化』、『眺望』

という空間的特質の利用も見られた。同じ類

型に属した事例においても、関与する斜面の

特性や関わり方が異なり、多様な空間が形成

されていることがわかった。

表8  事例検証の作品一覧

No. 作品名 設計者 地形との関係性の傾向

mi-7 PUT 宮本佳明 利用する
un-1 ヴィラNM UNスタジオ 利用する
al-5 トリョ・ハウス アルヴァロ・シザ 利用する
sa-1 ユニットプランの家 坂倉準三 利用する
mi-4 元階段の家 宮本佳明 利用する
mi-8 bird house 宮本佳明 調和する
sa-4 北向斜面住宅 三分一博志 調和する
te-1 熱海のステップハウス 手塚貴晴＋手塚由比 調和する
mi-9 富士河口湖の家 宮崎浩 対比する
ma-6 マティアス・クロッツ ラウル邸 対比する
se-1 ショーン・ゴッドセル キューの家 対比する
ta-7 廊の家 武井誠＋鍋島千恵 対比する
na-2 ¬ 中山眞琴 対比する
ta-8 SLIDING HOUSE 田島則行 対応する → 調和する
ko-1 アシタノイエ 小泉雅生 捨象する → 調和する
su-2 松山の住宅 末光弘和＋末光陽子 捨象する → 調和する
mi-5 SHIP 宮本佳明 対応する → 対比する
ka-1 G-house 釜萢誠司＋針谷將史 対応する → 対比する
ri-2 デザート・ノマド・ハウス リック・ジョイ 対比する → 捨象する

関
係
性
が
類
型
と
一
致
す
る

一
致
し
な
い

表 7 各性質の定義

地形を利用する

地形の特性を利用するこ
とで地形が建築にプラス
に働いているもの

地形に調和する

建築が融通を利かせなが
ら地形にプラスに働きか
けるもの

地形に対応する

建築が地形の影響を受け
ているもの

地形を捨象する

建築が地形を無視して存
在しているもの

地形に対比する

建築によって地形がより
強く表れるもの
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建築デザイン分野　M08TD006　河合美幸

現代住宅作品にみる建築と斜面の関わり方に関する研究

1　はじめに

1-1　研究の背景と目的

建築は敷地を取り巻く様々な環境条件に対応し作られ

る。その中で斜面は、環境条件や眺望、景観、方向性、

流動性などの空間的特質が平地と異なるだけでなく、

傾斜する形態は、水平な床を前提としている建築に

とって都合が悪い。そのため、人は斜面を水平な面の

段差に置き換えることによって居住空間を獲得してき

た。その典型的な例が、「雛壇造成」である。しかし、

大規模な宅地開発は自然を喪失させるだけでなく、人

間のスケールを越えた人工物をつくり上げてしまって

いるという問題性がある。もっと自然の斜面との重な

り合いの中で生まれる空間の魅力があるのではないだ

ろうか。そこで本研究は、斜面地に建つ建築家の設計

による住宅作品と斜面の相互関係を分析することで、

斜面住宅の特性を明らかにするとともに、建築の大地

への応答のしかた、建築のあり方を探る。

1-2　研究の方法

 まず、建築の接地のしかたと断面形状より、住宅が

どのようにかたちを形成して斜面に対応しているのか

を分析する。次に、住宅内外の動線、居室の配置など

の空間構成から、斜面の持つ特性をどの程度住宅に採

り入れ、それが空間に対してどのように働いているか

を分析する。そしてそれらをもとに導いた建築と斜面

の関係性を事例の検証を通じて考察する。

2　事例の選定

主に 1999 年から 10 年間の住宅雑誌を対象に、以下の

条件で事例の選定を行った。

①特徴的な敷地条件の第一が斜面地であること

②戸建住宅であること（主要用途が住宅）

③建築面積が住宅規模であること

④建物のかたちや構成が明確であること

これにより、対象事例は 156 作品となった。

3　ヴォリュームとしての斜面住宅　

建築が形態的に斜面の勾配や方向性に対して調和的か

対比的かという関係性と、またどれくらい相互に影響

し合っているかという関係の強さを見出す。

3-1　建築ヴォリュームの接地のしかたと断面形状

■接地のしかたは、接地形式と土地の改変状況によっ

て分類できる（表 1）。斜面との関係（態度）として、

高床型と張り出し型は斜面の形状に関係なく独立した

構成であり、タイプ 3a は建築が斜面に従った構成、

3b、3c は、住宅を優先させ斜面を調和させた構成、4b

は建築が斜面に調和した構成、そして dは住宅のため

に斜面を切り崩した、建築に斜面を適合させた構成と

捉えることができる。

■住宅の断面形状において、斜面に沿ってセットバッ

クさせたタイプ B、D、I、接地面を従えた C、E、F、

斜面に反した向きに積層した G、J、その中間の F、そ

して最も一般的な形状の A、H に分類できた（表 2）。

タイプ A、H が全体の約 1/3 を占め、建築の上下面と

 

1a 2a 3a 2b 3b 4b 1c 2c 3c 1d 2d 3d 4d 

① 17 1 2 4 1 8 1 1 1 3
1 5 2

② 6 2 4 3 7 2 2 1
1 3 2 1 1

③ 2 1 3 5 8 1 3 2 4 10 5
1 4 1

④ 1 1 1 1 1 7 5

⑤ 2 1

フラット
接地タイプ

密
集
度

斜面 斜面＋フラット

3-4　設計者の言及にみる接地形式のとり方

接地のしかたを決める要素として、「周辺環境・敷地

環境」、「地面（地盤）」、「構造」、「プラン」、「外観」、「制

度」が挙げられた。各接地形式の長所・短所はそれぞ

れあるが、土地や周囲の環境、ライフスタイルなどに

応じてその場所にふさわしい接地のしかたが検討され

ていることが分かった。

もに斜面に沿ったものが 15％、いずれかが斜面に沿っ

たものが40％、斜面に逆らうものは10％程度であった。

3-2　勾配による接地のしかたと断面形状の傾向

■接地タイプと斜面の傾斜角度の関係より（図 1）、タ

イプ 3a とタイプ 3b は、全体的に緩い傾斜に分布して

おり、一方、タイプ 2a、2b、2d は平均斜度が大きい。

各接地形式の斜度の上限では、表左側より、住宅の接

地部分のみ造成した接地性では、接地型（タイプ 3a）

は緩やかな斜面に限定され、地面との距離が離れる（タ

イプ 1a）、或いは縮まる（タイプ 4b）ほど上限が高く

なっている。一方、表右側の敷地全体を造成した雛壇

タイプでは、斜度が大きい場所でも接地型（タイプ

3d）の形式がとられており、傾斜角度に関係なく、分

布範囲が最も大きく見られる。

　このように、斜面を残す場合では、傾斜が急になる

と内部空間や構造的に接地が困難になり、浮せるか埋

め込ませるかの選択をせざるを得なくなり、接地のし

かたが移行される。

■断面形状タイプと斜度の関係より（図 2）、各断面形

状タイプの斜度の上限は、タイプ Eとタイプ Hが 45°

以上の急な斜面に対応している。一方斜度の上限が小

さいのは、タイプ Cと Jである。緩やかな斜面の場合、

1フロア分の段差が必要ないためタイプ B、Cの構成が

とられ、勾配が急になると階を増やすことによって対

応できるタイプ D、E へと移行する。

4　居場所としての斜面住宅

　建築が空間的にどのくらい斜面を取り入れている

か、またそれがどのように働いているか、という斜面

と空間構成の関係性の分類が可能となる。

　

4-1　住宅動線と斜面の関係

　斜面方向に対するアプローチの向きと接続方法、住

宅内部での動線を分析する。まず、アプローチの向き

では、斜面の「下から」（82 作品）が最も多く、続い

て「上から」（64 作品）、そして「直交したアプローチ」

（20 作品）であり、斜面の方向に沿う傾向がある（表 3）。

接続方法としては、動線要素を介して接続するものが

地続きで直接アクセスするアプローチと同程度見ら

れ、斜面が生み出すレベル差、接地性の低さが影響し

ていることが分かる（表 4）。また、その中で 2通り以

上のアプローチ方法をもつものが 10 作品あった。

　次に内部動線を掛け合わせた結果（図 3）、地面から

直接エントランスにアクセスし上昇する「下から／

△」（33 作品）階段やスロープでアプローチして上昇

する「下から－階段／△」（25 作品）、「上から／▽」（15

作品）や、ブリッジなどを介してアプローチし下降し

ていく「上から－ブリッジ／▽」（12 作品）は全て、

斜面方向に従い外部動線に連動して内部の室を配列し

た構成であり、この内外同一方向パタンが全体の半数

以上を占める。また対極的な構成として、アプローチ

の向きと内部動線の向きが連動せず、折り返すように

逆行する内外逆方向パタンがある。そして、直交する

横からのアプローチをとる構成は、動線方向が一体的

でない内外独立パタンといえる。（図 3）

　

4-2　住宅内部の空間構成

　表 5に「居室の断面構成」、「眺望の視点場」と接地性、

断面形状、アプローチの方向の関係をまとめた。表左

ほど斜面の方向性に従った内部構成であり、右ほど独

立した構成である。斜面の上からアプローチし下降す

る構成は、エントランス→リビング→寝室というプラ

イバシーが確保されやすい配置と高い位置からの眺望

が同時に成立するため、斜面の『方向性』と『レベル差』

が住空間にプラスに働いている。このため、ほとんど

がアプローチは最短距離をとるが、上記の構成にする

ために外部で迂回するアプローチ方法も見られた。

 また、2つ以上のアプローチをもつものは、一方が最

下階（上昇）にありもう一方が最上階（下降）にある

ことから、異なるレベルからアクセスすることで利便

性を図っている。中でも 3d と 4d に関しては、雛壇造

成によって分断されてしまった空間を、住宅を介して

つなぐことで、斜面の『連続性』を取り戻している。

un-1　　ヴィラNM／ UNスタジオ

斜面のレベル差、勾配、規模とフラットな土地との組み

合わせが、プログラムやヴォリューム構成の仕掛けとし

て利用される

急勾配を、人間の身体性に基づきつづら折れのスロープ

に変換する

レベルの異なる上下の道路を、動線によってつなぐ

勾配

地形の 　形状　  を利用する

連続性

斜面の 　勾配 　を克服する

斜面の 　レベル差　 を克服する

軽快な基礎と上部構造、地面や木にひっかけるように接地している鳥の

巣（bird house1）のような住宅である。

地面や木にできるだけ手をつけないことが、地面への接地のしかたの決

定に起因している。

■アプローチの方法

斜面の斜め下からスロープを介してアプローチする。基礎をつづら折れ

に設置することで、アプローチ動線にもなり、住宅の離れや上下 2つの

前面道路に対してつなぐ役割を果たしている。

ヴォリュームを細分化することで、上部構造が軽くなり基礎の軽減（＝

地面への配慮）に役立ち、また、各住棟が木々の中に極めて自然に近い

状態で存在する。

■空間構成

地形はレベルの異なるフラットな面とそれが傾斜面でつながれた状態

になっており、その地形を利用してヴォリュームを 2つに分離してフ

ラットな土地に置き、それを斜面の勾配に沿わせた階段でつないでい

る。その動線の続きとして 2階が丘の上に持ち上げられる。

スキップフロアの構成になっており、斜面の勾配とレベル差が階段の

スケールが一致したことによって実現された空間である。

■居室の配置・アプローチの方法

2階部分の浮いた下が駐車スペースとして利用され、庇のついたエン

トランスの役割も果たす。居室は「E＼L＼BR」の配置がとられ、床高

の変化に伴って、景色の見え方が少しずつ異なる。

mi-8　　bird house ／宮本佳明
地形を利用する 地形に調和する

ta-8　　SLIDING HOUSE ／田島則行
地形に調和する地形を捨象する →

接地性や断面形状から判断すると斜面に対応する類型に分類されるが、

この作品は敷地形状やレベル差に合わせたヴォリュームを形成し、また

動線によって造成によって分断された土地をつないでいる。敷地内の一

番高いところまで 6m以上の段差があり、すでに擁壁で固められている

状況を利用して，建物が擁壁に沿って建ち上がるような形態としている。

■アプローチの方法

主に段差の下側からアプローチするが、上側にも細い道路が通されてお

り、両方からのアプローチが可能となっている。

■空間構成

スキップフロアの居室を上がっていくにしたがって、敷地の上部まで登

りつめるような断面構成としており、シークエンスが考えられている。

スキップフロアによって動線がつづら折れになって

上段まで続く

斜面の 　レベル差（勾配）　 を利用

和室

BR E

アプローチ動線

納戸前室

L  D

loft

utility
ルーフデッキ

L
D K

EBR

D/K

L

アプローチ

common

private

E

関係のある斜面の空間的特性・形態的特性

5-1　建築と斜面の関係性

　接地のしかたと断面形状を掛け合わせたのが表 6　

であり、建築と斜面のどちらがどの程度融通を利かせ

ているか、勾配や段差が利用された居室の配置がなさ

れているか、動線の取り方が斜面の方向性にともなっ

5-2　事例の検証

　事例の検証を行った作品（表 7）の中で、斜面との関

係性がそれぞれ異なる、「ヴィラ NM」、「bird house」、

そして造成によって斜面の特性を失った敷地に建つ

「SLIDING HOUSE」についての分析を行う。

　un-1 は最も斜面との結びつきが強く、斜面のかたち

や規模が住宅のヴォリュームや身体性と適合し、無理す

ることなく成立している。mi-8 では自然のままでは使

いにくい土地を最小限の操作によって変換することで、

空間を物にしている。一方、類型と一致しないものに

おいて共通するのは、造成に対する批判的な視点から

のアプローチや、斜面の持つ有利性を人工的に蘇らせて

いることであり、ta-8 では、断面構成によって『レベ

ル差』を克服し、住宅を介して斜面の『連続性』を手

に入れている。

6　結論

　以上のように、建築と斜面の関係性や関係の強弱を

読み取ることができ、また、同じ関係性の類型からも

多様な空間が形成されていることが明らかになった。

その中で、地形を利用するものや地形に調和的なもの

は、斜面をポジティブに捉え、積極的に住宅にとり入

れることで斜面の空間的特質に加え、勾配、レベル差

という形態的特質が人のスケールにまで落とし込まれ、

デザインに強く関与する。また、斜面に対比的なものは、

地面と建築の間に生じた差異によって、斜面であるこ

との認識につながる。これらは地面と関係を持つこと

で、そこに住まうことの意味を感じさせてくれるもの

である。斜面は設計の大きな手がかりになり、建築が

融通を利かせながら地形の特性を物にすることで、空

間に場所性という価値が見出される。つまり、建築と

地形の相互関係が空間に魅力を与える。

■類型とは異なる関係性を持つ住宅の可能性

人間のスケールを越えてしまった人工物に対して、一

度失った地形の特性を呼び起こすことで個性を見出し

ている。これらのように類型と異なる関係性を持つも

の、分類しえないものこそが今後、重要になってくる

るといえるだろう。
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表 2　断面形状タイプ

造成

雛壇斜面＋フラット斜面
切土

高床型

張り出し型

接地型

埋設型

切土＋盛土接地形式

土地の改変

TYPE 2d

TYPE 3d

TYPE 4d

TYPE 1dTYPE 1c

TYPE 4b

TYPE 3a TYPE 3b TYPE 3c

TYPE 2b TYPE 2cTYPE 2a

TYPE 1a TYPE 1b

（26）

（6）

（4）

（15）

（0）

（34）

（8）

（3） （2）

（18）

（26）

（7）（1）

（6）

表 1　接地タイプ

□＝□　全体が把握できる

□≒□　連続した2つの室間
　　　　　　　で視線が通る

□≠□　室同士が分離する

（一室空間における）空間の分節

　

[1a] mi-1 ■w □＝□

[1c] sp-1 ○p

[1a] ya-1 ■p

[1a] yo-2 ■w

[1a] ta-13 ○w

[1a]ha-5 ●p

[1a] ha-3 ◆p

[1a] so-1 ◆p

[1a] is-1 ■w

[1a]ma-6 ●p

[4b] bg-1 ◆p

[1a] ni-2 ◆p

[1a] oo-1 ●w□≠□ *2

[1a]ya-2 ■w

[1a] sp-2 ◆p

[1c] ma-4 ○w *2

[1a]yc-1 ■w

眺望の視点場

[1d] an-4 ◆p *2 *R

[1c]ma-4 ○w *2

●　全室から

[2b] mi-2 ◆p

[2c] ta-11 ■p

[2b] an-1 ●p *R

[2b] ut-1 ■w □≠□

[2a] oo-2 ■w

[2d]no-2 ●p

○　全階から

[2d] yo-1 ◆p

[2b] ta-14 ○p *R

[2b] ir-1 ■w

[2b] qu-2 ○n

■　パブリックから

[2b] ka-4 ○p

[2a] ra-1 ○n

[2a] mi-8 ■p *2

◆　上階から（Lから見える）
◇　上階から（Lから見えない）
×　なし

[3d] ta-5 ○p

[3d] ku-1 ●p

[3c]wi-2 ●p

[3d] en-2 ■p

[3d] ya-3 ◆p

プライベート空間の配置

[3d] ta-8 ○p*2

[4b] ut-2 ◆p *2 *R

[4d] ka-3 ◆p *2

[4b] ta-6 ■p □＝□ [4d] sa-2 ●p □≒□

[4b] al-2 ○w

[4b] ch-1 ■p

p　BRがE-L間にない　

[4b] al-5 ×p*2 □≠□

[4d] mo-2 ●p

[4b] ni-3 ■p

[4b] wi-1 ○w

[4b]gr-1 ■p

w　BRがE-L間にある　

[4b] en-1 ○p *2

[4d] ik-1 ○p

[4b] su-1 ○p

[4b] sa-5 ■p *R
[4b]ma-3 ○p *R

ｎ　BRがE-L間にある

[4b] fu-1 ○p

[4b]pe-3 ◆w

[4b] sa-4 ○p

[4b] jo-2 ■n

[4b] ku-2 ◆p

アプローチ

[4b] sp-3 ◆p

[1a] sa-1 ●p □≠□

[1a] wa-1 ■w

[1a]no-1 ●p *R

*2　アプローチが2通り以上

[1c] gw-1 ○w

*R  まわり込んでアプローチ

[1a] al-3 ■w

[1d]su-2 ■p

[1a] pe-2 ○p

[1a] te-2 ●w

[1a] ii-1 ●w *2

[2a] mi-4 ●p □≠□ *R

[2b] mi-10 ×p

[2a] mi-8 ■p *2

[2b] ta-7 ■p

[2a] an-3 ○p

[4d] fu-2 ×p

[2b] ki-3 ■p [2b] ko-3 ●p

[2d] su-3 ●p

[2b] la-1 ○w

[2b] ha-1 ■p

[2b] na-2 ■w

[2b] se-2 ■p *2

[2d] mi-5 ×w

[3d] na-1 ○p *R

[3d] da-2 ○p

[3a] ak-1 ×p □≒□

[3d] ta-4 ◆p

[3d] fu-3 ■p *R

[3d] ta-2 ×p *R

[3d] ho-1 ◆p

[3d] mi-3 ×p

[3d] yo-5 ■p

[3b]ca-1 ◆p[3b] ha-2 ■p

[3d] mo-1 ×p

[3c] ki-6 ■p

[3b]ki-4 ○w

[3d] to-1 ◇p

[3b] ok-1 ■p

[3c] ko-1 ×w

[3d]ev-1■w

[3b] hi-1 ●p

[3c] ta-1 ■p

[3d] an-2 ×w

[3d]su-5 ×n □≒□

[3b] ki-1 ○p

[3d] ni-4 ◇p
[3d] ka-2 ◆w

[3b] yo-4○p

[3d] ni-1 ◆w

[3b] ko-2 ■p

[3c] is-2 ■w

[3d] as-1 ×p

[3d] ta-8 ○w *2

[3d] ta-12 ●p □≒□

[4b] mi-9 ○p *R

[4d] mu-1 ◆p

[4d] ki-2 ◆p
[4b] en-1 ○w *2

[4d] ed-1 ●n

[4b] ut-2 ◆p *2 *R

[4d] ka-1 ■ｗ *R
[4b] st-1 ●p

[4d] ka-3 ◆w *2

[4b] ia-1 ○w

[4b] an-5 ×p *R

[4b] te-1 ●p □＝□

[4b] al-5 ×p *2

[4d]su-4 ●w

[4b] pe-1 ○p
[4b] ma-2 ○w

[4b]al-4 ◆p *R

[4b] da-1 ○p
[4b] ha-4 ○w

[4d]ta-9 ×p

[4d] yo-3 ●p

[4d] ma-1 ×

[1a] be-1 ×p

[1a] jo-1 ●p

[1a]ma-5 ●p

[1a] ri-1 ●p
[1a] ri-2 ●p

[2b] ya-4 ■p □≒□

[2a] se-1 ●w

[2b] se-2 ■p *2

[3a] si-1 ×p

[3a] un-1 ●p

[3a] mi-7 ■w

[4d] mi-6 ◇p
[3c]si-2 ×w

[3d] ts-1 ×p

[4d] ku-3 ●p

[4d] ku-4 ×p

[4d] ab-1 ◆p *R

[4b] sa-3 ●p

[4d] ta-3 ×p

[4b]oz-1 ■w

[4b]al-1 ■p

Eが最上階にある E = L = BREが最下階にある

E-L間にBRがあるE-L間にBRがない

Eが中階にある

E
L
BR

E
L

BR

E
L BR

L
E
BR E

L
BR

E

L
BR

L
E BR

E
L
BR

E L BRE L
BR E

L
BR

LE
BREL

BR

BR
E
L

BR

P+V
凡例

VP

[1d]an-4 ◆p *2 *R

[4b]qu-1 ○p

[4b] fr-1 ●p □＝□ *R[4d] at-1 ○p □＝□

[2b] jo-3 ■p

[3d]os-1 ■p □＝□ 

E-L間にBRがある E-L間にBRがない E-L間にBRがない

▽ △△▽

Type B 

Type D 

Type C 

Type E 

Type I 

Type A 

Type H 

Type J

Type G

Type F 

断面形状も内部空間も
斜面と関係性を持たない

[ 接地タイプ  ]  事例No

表記のしかた
断面タイプ

居室の配置

[3b] ki-5 ■p □≒□ *R

配置的に遠ざける

壁や扉によって閉じる

開いた状態

L

L

L
BR

L
BR

まわり込んでアプローチ

異なるレベルをつなぐ

平地と同様の構成

調和 
    する

対比
    する

斜
面
と
の
関
係

まわり込んでアプローチ

異なるレベルをつなぐ

断面形状は斜面に沿わないが、内部空間
は斜面地の特性を活かしている

斜面の方向性を活かした内部空間

斜面に沿った断面形状で、斜面
の方向性を活かした内部空間

斜面に沿った断面形状で、
内部空間が上昇方向

平地にみられる構成

Other

表 4-5　空間構成にみる斜面との関係

平坦な土地が少ない日本では多くの山林部の開発を必要とし、雛壇造成にみられるように、傾斜した地面を段差に

置き換えることによって居住空間を獲得してきた。しかし、自然の斜面との重なり合いの中で生まれる空間の魅力

があるはずである。本研究は、斜面地に建つ建築家の設計による住宅作品と斜面の相互関係を分析することで、斜

面住宅の特性を明らかにするとともに、建築の大地への応答のしかた、建築のあり方を探る。既往の研究は集合住

宅における住戸群の設計に関するものや、住宅建築の「生え方（建ち方）」についてのケーススタディ、断面構成

の基本形を導き出しているものなど、単要素に特化したものが多い。本研究では、かたちと空間構成を全体的にみ

ることによって多様な斜面住宅の事例を体系的に評価し、さらに事例検証によって掘り下げた。その結果、建築と

地形の相互関係が空間に魅力を与え、また斜面の意味を見出すことにつながることが明らかになった。

ているか、という指標のもと斜面との関係性の傾向を

割り出した。横軸（接地のしかた）において、表中央

ほど、建築が地形に影響をもたらしているもの、そし

て左右の端ほど、地形が建築に影響をもたらしている

もので、そのうち左側が斜面に従うもの、右側が斜面

に逆らうものである。また縦軸（断面形状）は、表上

ほど斜面に沿った構成、下ほど斜面に沿わない構成で

ある。その結果、表の左上から右下にかけて、建築が

地形を「利用する」、地形に「調和する」、地形に「対

応する」、地形を「捨象する」、地形に「対比する」、

という 5つの関係性が見出された（表 7）。

　ここで、事例を検証することによって、具体的な融

通の利かせ方や空間について分析する。

□＝□　全体が把握できる
□≒□　連続した2つの室間で視線が通る

⑤（一室空間における）空間の分節

　

③眺望の視点場

●　全室から
○　全階から

④プライベート空間の配置

p　BRがE-L間にない　配置的に遠ざける
w　BRがE-L間にある　壁や扉によって閉じる

凡例

[ 接地タイプ / 断面タイプ ]  事例No (①/②) ③④　⑤⑥　 

表記のしかた
①屋根の形状

□　フラット
∧　切妻
△　寄棟

0　勾配なし
1　1°～14°
2    15°～30°

②斜度

Type B 

Type D 

Type C 

Type E 

Type I 

Type A 

Type H 

Type J

Type G

Type F 

mi-1

oo-1 ut-1

ta-14

ka-4

ta-5

ta-6

al-5 sa-4

mi-4fr-1

at-1
jo-3

sp-1

yo-2
so-1
is-1

ni-2ta-11
ir-1

en-2ut-2

al-2
ni-3

ik-1

ku-2
sp-3

ku-3

ha-3

bg-1
sp-2

mi-2 yo-1ya-3

ka-3mo-2

wi-1

en-1fu-1
na-1 ta-2

mi-9

mu-1

ka-1st-1 an-5

ya-1

ta-13

ha-5
ma-6

ya-2 yc-1
ma-4

an-1

oo-2

no-2

qu-2

ra-1

ku-1

wi-2

sa-2

ch-1

gr-1

su-1
sa-5

ma-3

pe-3

jo-2

sa-1
wa-1

no-1

gw-1

al-3

su-2

pe-2

te-2

ii-1

mi-10

mi-8

ta-7

an-3

fu-2

ki-3

ko-3

su-3

la-1

na-2

se-2

mi-5

da-2

ak-1

ta-4

fu-3

ho-1

mi-3

yo-5

ca-1

ha-2
mo-1

ki-6

ki-4

to-1

ok-1

ko-1

ev-1

hi-1

ta-1

an-2

su-5

ki-1

ni-4

ka-2

yo-4

ni-1

ko-2

is-2

as-1

ta-8

ta-12

ki-2

ed-1

ia-1

te-1

su-4

pe-1
ma-2

al-4

da-1

ha-4

ta-9

yo-3
ma-1

be-1

jo-1

ma-5

ri-1
ri-2

ya-4

se-1

si-1

un-1

mi-7

mi-6

si-2

ts-1

ki-5

ku-4

ab-1

sa-3

ta-3

oz-1

al-1

an-4

qu-1

os-1

断面
タイプ

ha-3

ha-1

逆らう回避する適合させる

TYPE 3a TYPE 4b TYPE 4dTYPE 3b

TYPE 3c TYPE 1c

 1d

TYPE 2c

TYPE 2d TYPE 1a TYPE 2a TYPE 2b

建築が 斜面に 従う 調和する 調和させる建築が斜面を 調和させる 適合させる 対応する斜面に対する
　建築の態度

    接地
タイプ

遠慮する

TYPE 3d

地形が建築に影響をもたらす
建築が地形に影響をもたらす

地形が建築に影響をもたらす

調和 
    する

対比
    する

斜
面
と
の
関
係

地形を 利用 する傾向

地形に 調和 する傾向

地形に 対応 する傾向

地形を 捨象 する傾向

地形に 対比 する傾向

表5-1　建築と斜面の関係性　

急な斜面に対応する

強

強

弱

斜面との関係

表 6　斜面との関係性

表 5　居室の断面構成

room

room

room

room

room

room

内外同一方向パタン 内外逆行パタン

内外独立パタン

斜面とは関係なく決まる

斜面に影響を受けている

斜面の下からアプローチ 斜面に直交したアプローチ

直接アプローチ テラス・ブリッジ
　　を介してアプローチ

階段・スロープ
　　を介してアプローチ

斜面の上からアプローチ

斜面方向に沿う 斜面方向に沿わない

（79） （29） （58）

（64） （82） （20）

斜面の下からアプローチ 斜面に直交したアプローチ

直接アプローチ テラス・ブリッジ
　　を介してアプローチ

階段・スロープ
　　を介してアプローチ

斜面の上からアプローチ

斜面方向に沿う 斜面方向に沿わない

（79） （29） （58）

（64） （82） （20）

表 3　アプローチの方法

表 4　接続方法

図 3　外部と内部における動線の関係性

斜面の下からアプローチ 斜面に直交したアプローチ

直接アプローチ テラス・ブリッジ
　　を介してアプローチ

階段・スロープ
　　を介してアプローチ

斜面の上からアプローチ

斜面方向に沿う 斜面方向に沿わない

E

room

room

room

E room

room

room

E

room

room

room

▽   下降 △   上昇 △▽    両方　

E room

フラット

room
room

E room
room

E

room

room
E

E

room

room

room

E

room

room

room

E

room

room

斜面の下からエレベーターで
最上階まで上り、下降

E

room

room

room

E

room

room

roomE

room

room

上から‐テラス／△ 上から／△▽ 下から／△▽

斜面の下から階段を介してアプローチ

上から‐階段／△

E room

room
E

room

room

room

room

room

room

room

room

内外同一方向パタン 内外逆行パタン

斜面とは関係なく決まる

斜面に影響を受けている

上から／△▽

0 10 20 30 40

外部のアプローチ動線

事例数

△（上昇）

△▽（両方）

▽（下降）

フラット

内部の動線

方向 接続方法

（79） （29） （58）

（64） （82） （20）

0 10 20 30 40 50 60 70

階段・スロープ

そのまま

そのまま

階段

ブリッジ・テラス

そのまま

外部のアプローチ動線

事例数

△（上昇）

△▽（両方）

▽（下降）

フラット

内部の動線

下から

横から

上から

階段・スロープ

そのまま

そのまま

ブリッジ・テラス

そのまま

下から

横から

上から
階段・スロープ

ブリッジ・テラス

ブリッジ・テラス

階段・スロープ

街側

山側

歩行用の
アプローチ

車用の
アプローチ

斜面に沿う
スキップ

積層

セットバックする 飛び出す

Type B 

Type D 

Type C 

Type E 

Type I 

Type A 

Type H 

Type J

Type G

Type F 

平屋

(14) (15)

(22)

(13)

(32)

(17)

(10)

(20)(9)

(4)

図 3　外部と内部の動線

　内外独立パタンは全体の1割程度にとどまっており、

残り 9割は内外同一方向パタンや内外逆方向パタンの

ように斜面の方向性によって動線が決定していること

から、斜面の『方向性』が住宅の内外に渡る全体構成

を秩序づけていることがわかった。

6°

9°

14°

20°

25°

30°

45°

55°

60°

10％

15％

25％

58 ～ 60％

23/15（法規上許容

　　　される階段

　　　勾配の上限）

最も一般的な

階段勾配の範囲

40°

50°

下面が斜面に沿った形状

スキップ 積層平屋
設計以前に土地改変なし

設計以前に土地改変あり

平均

勾配（段差）が
1フロア分を越える

勾配の変化に伴って

ヴォリュームをずらす

A B C D E F  HG I J

図 2　断面構成と傾斜角度の関係

また、他の事例から、斜面の『変化』、『眺望』

という空間的特質の利用も見られた。同じ類

型に属した事例においても、関与する斜面の

特性や関わり方が異なり、多様な空間が形成

されていることがわかった。

表8  事例検証の作品一覧

No. 作品名 設計者 地形との関係性の傾向

mi-7 PUT 宮本佳明 利用する
un-1 ヴィラNM UNスタジオ 利用する
al-5 トリョ・ハウス アルヴァロ・シザ 利用する
sa-1 ユニットプランの家 坂倉準三 利用する
mi-4 元階段の家 宮本佳明 利用する
mi-8 bird house 宮本佳明 調和する
sa-4 北向斜面住宅 三分一博志 調和する
te-1 熱海のステップハウス 手塚貴晴＋手塚由比 調和する
mi-9 富士河口湖の家 宮崎浩 対比する
ma-6 マティアス・クロッツ ラウル邸 対比する
se-1 ショーン・ゴッドセル キューの家 対比する
ta-7 廊の家 武井誠＋鍋島千恵 対比する
na-2 ¬ 中山眞琴 対比する
ta-8 SLIDING HOUSE 田島則行 対応する → 調和する
ko-1 アシタノイエ 小泉雅生 捨象する → 調和する
su-2 松山の住宅 末光弘和＋末光陽子 捨象する → 調和する
mi-5 SHIP 宮本佳明 対応する → 対比する
ka-1 G-house 釜萢誠司＋針谷將史 対応する → 対比する
ri-2 デザート・ノマド・ハウス リック・ジョイ 対比する → 捨象する

関
係
性
が
類
型
と
一
致
す
る

一
致
し
な
い

表 7 各性質の定義

地形を利用する

地形の特性を利用するこ
とで地形が建築にプラス
に働いているもの

地形に調和する

建築が融通を利かせなが
ら地形にプラスに働きか
けるもの

地形に対応する

建築が地形の影響を受け
ているもの

地形を捨象する

建築が地形を無視して存
在しているもの

地形に対比する

建築によって地形がより
強く表れるもの
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現代住宅作品にみる建築と斜面の関わり方に関する研究

1　はじめに

1-1　研究の背景と目的

建築は敷地を取り巻く様々な環境条件に対応し作られ

る。その中で斜面は、環境条件や眺望、景観、方向性、

流動性などの空間的特質が平地と異なるだけでなく、

傾斜する形態は、水平な床を前提としている建築に

とって都合が悪い。そのため、人は斜面を水平な面の

段差に置き換えることによって居住空間を獲得してき

た。その典型的な例が、「雛壇造成」である。しかし、

大規模な宅地開発は自然を喪失させるだけでなく、人

間のスケールを越えた人工物をつくり上げてしまって

いるという問題性がある。もっと自然の斜面との重な

り合いの中で生まれる空間の魅力があるのではないだ

ろうか。そこで本研究は、斜面地に建つ建築家の設計

による住宅作品と斜面の相互関係を分析することで、

斜面住宅の特性を明らかにするとともに、建築の大地

への応答のしかた、建築のあり方を探る。

1-2　研究の方法

 まず、建築の接地のしかたと断面形状より、住宅が

どのようにかたちを形成して斜面に対応しているのか

を分析する。次に、住宅内外の動線、居室の配置など

の空間構成から、斜面の持つ特性をどの程度住宅に採

り入れ、それが空間に対してどのように働いているか

を分析する。そしてそれらをもとに導いた建築と斜面

の関係性を事例の検証を通じて考察する。

2　事例の選定

主に 1999 年から 10 年間の住宅雑誌を対象に、以下の

条件で事例の選定を行った。

①特徴的な敷地条件の第一が斜面地であること

②戸建住宅であること（主要用途が住宅）

③建築面積が住宅規模であること

④建物のかたちや構成が明確であること

これにより、対象事例は 156 作品となった。

3　ヴォリュームとしての斜面住宅　

建築が形態的に斜面の勾配や方向性に対して調和的か

対比的かという関係性と、またどれくらい相互に影響

し合っているかという関係の強さを見出す。

3-1　建築ヴォリュームの接地のしかたと断面形状

■接地のしかたは、接地形式と土地の改変状況によっ

て分類できる（表 1）。斜面との関係（態度）として、

高床型と張り出し型は斜面の形状に関係なく独立した

構成であり、タイプ 3a は建築が斜面に従った構成、

3b、3c は、住宅を優先させ斜面を調和させた構成、4b

は建築が斜面に調和した構成、そして dは住宅のため

に斜面を切り崩した、建築に斜面を適合させた構成と

捉えることができる。

■住宅の断面形状において、斜面に沿ってセットバッ

クさせたタイプ B、D、I、接地面を従えた C、E、F、

斜面に反した向きに積層した G、J、その中間の F、そ

して最も一般的な形状の A、H に分類できた（表 2）。

タイプ A、H が全体の約 1/3 を占め、建築の上下面と

 

1a 2a 3a 2b 3b 4b 1c 2c 3c 1d 2d 3d 4d 

① 17 1 2 4 1 8 1 1 1 3
1 5 2

② 6 2 4 3 7 2 2 1
1 3 2 1 1

③ 2 1 3 5 8 1 3 2 4 10 5
1 4 1

④ 1 1 1 1 1 7 5

⑤ 2 1

フラット
接地タイプ

密
集
度

斜面 斜面＋フラット

3-4　設計者の言及にみる接地形式のとり方

接地のしかたを決める要素として、「周辺環境・敷地

環境」、「地面（地盤）」、「構造」、「プラン」、「外観」、「制

度」が挙げられた。各接地形式の長所・短所はそれぞ

れあるが、土地や周囲の環境、ライフスタイルなどに

応じてその場所にふさわしい接地のしかたが検討され

ていることが分かった。

もに斜面に沿ったものが 15％、いずれかが斜面に沿っ

たものが40％、斜面に逆らうものは10％程度であった。

3-2　勾配による接地のしかたと断面形状の傾向

■接地タイプと斜面の傾斜角度の関係より（図 1）、タ

イプ 3a とタイプ 3b は、全体的に緩い傾斜に分布して

おり、一方、タイプ 2a、2b、2d は平均斜度が大きい。

各接地形式の斜度の上限では、表左側より、住宅の接

地部分のみ造成した接地性では、接地型（タイプ 3a）

は緩やかな斜面に限定され、地面との距離が離れる（タ

イプ 1a）、或いは縮まる（タイプ 4b）ほど上限が高く

なっている。一方、表右側の敷地全体を造成した雛壇

タイプでは、斜度が大きい場所でも接地型（タイプ

3d）の形式がとられており、傾斜角度に関係なく、分

布範囲が最も大きく見られる。

　このように、斜面を残す場合では、傾斜が急になる

と内部空間や構造的に接地が困難になり、浮せるか埋

め込ませるかの選択をせざるを得なくなり、接地のし

かたが移行される。

■断面形状タイプと斜度の関係より（図 2）、各断面形

状タイプの斜度の上限は、タイプ Eとタイプ Hが 45°

以上の急な斜面に対応している。一方斜度の上限が小

さいのは、タイプ Cと Jである。緩やかな斜面の場合、

1フロア分の段差が必要ないためタイプ B、Cの構成が

とられ、勾配が急になると階を増やすことによって対

応できるタイプ D、E へと移行する。

4　居場所としての斜面住宅

　建築が空間的にどのくらい斜面を取り入れている

か、またそれがどのように働いているか、という斜面

と空間構成の関係性の分類が可能となる。

　

4-1　住宅動線と斜面の関係

　斜面方向に対するアプローチの向きと接続方法、住

宅内部での動線を分析する。まず、アプローチの向き

では、斜面の「下から」（82 作品）が最も多く、続い

て「上から」（64 作品）、そして「直交したアプローチ」

（20 作品）であり、斜面の方向に沿う傾向がある（表 3）。

接続方法としては、動線要素を介して接続するものが

地続きで直接アクセスするアプローチと同程度見ら

れ、斜面が生み出すレベル差、接地性の低さが影響し

ていることが分かる（表 4）。また、その中で 2通り以

上のアプローチ方法をもつものが 10 作品あった。

　次に内部動線を掛け合わせた結果（図 3）、地面から

直接エントランスにアクセスし上昇する「下から／

△」（33 作品）階段やスロープでアプローチして上昇

する「下から－階段／△」（25 作品）、「上から／▽」（15

作品）や、ブリッジなどを介してアプローチし下降し

ていく「上から－ブリッジ／▽」（12 作品）は全て、

斜面方向に従い外部動線に連動して内部の室を配列し

た構成であり、この内外同一方向パタンが全体の半数

以上を占める。また対極的な構成として、アプローチ

の向きと内部動線の向きが連動せず、折り返すように

逆行する内外逆方向パタンがある。そして、直交する

横からのアプローチをとる構成は、動線方向が一体的

でない内外独立パタンといえる。（図 3）

　

4-2　住宅内部の空間構成

　表 5に「居室の断面構成」、「眺望の視点場」と接地性、

断面形状、アプローチの方向の関係をまとめた。表左

ほど斜面の方向性に従った内部構成であり、右ほど独

立した構成である。斜面の上からアプローチし下降す

る構成は、エントランス→リビング→寝室というプラ

イバシーが確保されやすい配置と高い位置からの眺望

が同時に成立するため、斜面の『方向性』と『レベル差』

が住空間にプラスに働いている。このため、ほとんど

がアプローチは最短距離をとるが、上記の構成にする

ために外部で迂回するアプローチ方法も見られた。

 また、2つ以上のアプローチをもつものは、一方が最

下階（上昇）にありもう一方が最上階（下降）にある

ことから、異なるレベルからアクセスすることで利便

性を図っている。中でも 3d と 4d に関しては、雛壇造

成によって分断されてしまった空間を、住宅を介して

つなぐことで、斜面の『連続性』を取り戻している。

un-1　　ヴィラNM／ UNスタジオ

斜面のレベル差、勾配、規模とフラットな土地との組み

合わせが、プログラムやヴォリューム構成の仕掛けとし

て利用される

急勾配を、人間の身体性に基づきつづら折れのスロープ

に変換する

レベルの異なる上下の道路を、動線によってつなぐ

勾配

地形の 　形状　  を利用する

連続性

斜面の 　勾配 　を克服する

斜面の 　レベル差　 を克服する

軽快な基礎と上部構造、地面や木にひっかけるように接地している鳥の

巣（bird house1）のような住宅である。

地面や木にできるだけ手をつけないことが、地面への接地のしかたの決

定に起因している。

■アプローチの方法

斜面の斜め下からスロープを介してアプローチする。基礎をつづら折れ

に設置することで、アプローチ動線にもなり、住宅の離れや上下 2つの

前面道路に対してつなぐ役割を果たしている。

ヴォリュームを細分化することで、上部構造が軽くなり基礎の軽減（＝

地面への配慮）に役立ち、また、各住棟が木々の中に極めて自然に近い

状態で存在する。

■空間構成

地形はレベルの異なるフラットな面とそれが傾斜面でつながれた状態

になっており、その地形を利用してヴォリュームを 2つに分離してフ

ラットな土地に置き、それを斜面の勾配に沿わせた階段でつないでい

る。その動線の続きとして 2階が丘の上に持ち上げられる。

スキップフロアの構成になっており、斜面の勾配とレベル差が階段の

スケールが一致したことによって実現された空間である。

■居室の配置・アプローチの方法

2階部分の浮いた下が駐車スペースとして利用され、庇のついたエン

トランスの役割も果たす。居室は「E＼L＼BR」の配置がとられ、床高

の変化に伴って、景色の見え方が少しずつ異なる。

mi-8　　bird house ／宮本佳明
地形を利用する 地形に調和する

ta-8　　SLIDING HOUSE ／田島則行
地形に調和する地形を捨象する →

接地性や断面形状から判断すると斜面に対応する類型に分類されるが、

この作品は敷地形状やレベル差に合わせたヴォリュームを形成し、また

動線によって造成によって分断された土地をつないでいる。敷地内の一

番高いところまで 6m以上の段差があり、すでに擁壁で固められている

状況を利用して，建物が擁壁に沿って建ち上がるような形態としている。

■アプローチの方法

主に段差の下側からアプローチするが、上側にも細い道路が通されてお

り、両方からのアプローチが可能となっている。

■空間構成

スキップフロアの居室を上がっていくにしたがって、敷地の上部まで登

りつめるような断面構成としており、シークエンスが考えられている。

スキップフロアによって動線がつづら折れになって

上段まで続く

斜面の 　レベル差（勾配）　 を利用

和室

BR E

アプローチ動線

納戸前室

L  D

loft

utility
ルーフデッキ

L
D K

EBR

D/K

L

アプローチ

common

private

E

関係のある斜面の空間的特性・形態的特性

5-1　建築と斜面の関係性

　接地のしかたと断面形状を掛け合わせたのが表 6　

であり、建築と斜面のどちらがどの程度融通を利かせ

ているか、勾配や段差が利用された居室の配置がなさ

れているか、動線の取り方が斜面の方向性にともなっ

5-2　事例の検証

　事例の検証を行った作品（表 7）の中で、斜面との関

係性がそれぞれ異なる、「ヴィラ NM」、「bird house」、

そして造成によって斜面の特性を失った敷地に建つ

「SLIDING HOUSE」についての分析を行う。

　un-1 は最も斜面との結びつきが強く、斜面のかたち

や規模が住宅のヴォリュームや身体性と適合し、無理す

ることなく成立している。mi-8 では自然のままでは使

いにくい土地を最小限の操作によって変換することで、

空間を物にしている。一方、類型と一致しないものに

おいて共通するのは、造成に対する批判的な視点から

のアプローチや、斜面の持つ有利性を人工的に蘇らせて

いることであり、ta-8 では、断面構成によって『レベ

ル差』を克服し、住宅を介して斜面の『連続性』を手

に入れている。

6　結論

　以上のように、建築と斜面の関係性や関係の強弱を

読み取ることができ、また、同じ関係性の類型からも

多様な空間が形成されていることが明らかになった。

その中で、地形を利用するものや地形に調和的なもの

は、斜面をポジティブに捉え、積極的に住宅にとり入

れることで斜面の空間的特質に加え、勾配、レベル差

という形態的特質が人のスケールにまで落とし込まれ、

デザインに強く関与する。また、斜面に対比的なものは、

地面と建築の間に生じた差異によって、斜面であるこ

との認識につながる。これらは地面と関係を持つこと

で、そこに住まうことの意味を感じさせてくれるもの

である。斜面は設計の大きな手がかりになり、建築が

融通を利かせながら地形の特性を物にすることで、空

間に場所性という価値が見出される。つまり、建築と

地形の相互関係が空間に魅力を与える。

■類型とは異なる関係性を持つ住宅の可能性

人間のスケールを越えてしまった人工物に対して、一

度失った地形の特性を呼び起こすことで個性を見出し

ている。これらのように類型と異なる関係性を持つも

の、分類しえないものこそが今後、重要になってくる

るといえるだろう。
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図 1　接地のしかたと傾斜角度の関係

表 2　断面形状タイプ

造成

雛壇斜面＋フラット斜面
切土

高床型

張り出し型

接地型

埋設型

切土＋盛土接地形式

土地の改変

TYPE 2d

TYPE 3d

TYPE 4d

TYPE 1dTYPE 1c

TYPE 4b

TYPE 3a TYPE 3b TYPE 3c

TYPE 2b TYPE 2cTYPE 2a

TYPE 1a TYPE 1b

（26）

（6）

（4）

（15）

（0）

（34）

（8）

（3） （2）

（18）

（26）

（7）（1）

（6）

表 1　接地タイプ

□＝□　全体が把握できる

□≒□　連続した2つの室間
　　　　　　　で視線が通る

□≠□　室同士が分離する

（一室空間における）空間の分節

　

[1a] mi-1 ■w □＝□

[1c] sp-1 ○p

[1a] ya-1 ■p

[1a] yo-2 ■w

[1a] ta-13 ○w

[1a]ha-5 ●p

[1a] ha-3 ◆p

[1a] so-1 ◆p

[1a] is-1 ■w

[1a]ma-6 ●p

[4b] bg-1 ◆p

[1a] ni-2 ◆p

[1a] oo-1 ●w□≠□ *2

[1a]ya-2 ■w

[1a] sp-2 ◆p

[1c] ma-4 ○w *2

[1a]yc-1 ■w

眺望の視点場

[1d] an-4 ◆p *2 *R

[1c]ma-4 ○w *2

●　全室から

[2b] mi-2 ◆p

[2c] ta-11 ■p

[2b] an-1 ●p *R

[2b] ut-1 ■w □≠□

[2a] oo-2 ■w

[2d]no-2 ●p

○　全階から

[2d] yo-1 ◆p

[2b] ta-14 ○p *R

[2b] ir-1 ■w

[2b] qu-2 ○n

■　パブリックから

[2b] ka-4 ○p

[2a] ra-1 ○n

[2a] mi-8 ■p *2

◆　上階から（Lから見える）
◇　上階から（Lから見えない）
×　なし

[3d] ta-5 ○p

[3d] ku-1 ●p

[3c]wi-2 ●p

[3d] en-2 ■p

[3d] ya-3 ◆p

プライベート空間の配置

[3d] ta-8 ○p*2

[4b] ut-2 ◆p *2 *R

[4d] ka-3 ◆p *2

[4b] ta-6 ■p □＝□ [4d] sa-2 ●p □≒□

[4b] al-2 ○w

[4b] ch-1 ■p

p　BRがE-L間にない　

[4b] al-5 ×p*2 □≠□

[4d] mo-2 ●p

[4b] ni-3 ■p

[4b] wi-1 ○w

[4b]gr-1 ■p

w　BRがE-L間にある　

[4b] en-1 ○p *2

[4d] ik-1 ○p

[4b] su-1 ○p

[4b] sa-5 ■p *R
[4b]ma-3 ○p *R

ｎ　BRがE-L間にある

[4b] fu-1 ○p

[4b]pe-3 ◆w

[4b] sa-4 ○p

[4b] jo-2 ■n

[4b] ku-2 ◆p

アプローチ

[4b] sp-3 ◆p

[1a] sa-1 ●p □≠□

[1a] wa-1 ■w

[1a]no-1 ●p *R

*2　アプローチが2通り以上

[1c] gw-1 ○w

*R  まわり込んでアプローチ

[1a] al-3 ■w

[1d]su-2 ■p

[1a] pe-2 ○p

[1a] te-2 ●w

[1a] ii-1 ●w *2

[2a] mi-4 ●p □≠□ *R

[2b] mi-10 ×p

[2a] mi-8 ■p *2

[2b] ta-7 ■p

[2a] an-3 ○p

[4d] fu-2 ×p

[2b] ki-3 ■p [2b] ko-3 ●p

[2d] su-3 ●p

[2b] la-1 ○w

[2b] ha-1 ■p

[2b] na-2 ■w

[2b] se-2 ■p *2

[2d] mi-5 ×w

[3d] na-1 ○p *R

[3d] da-2 ○p

[3a] ak-1 ×p □≒□

[3d] ta-4 ◆p

[3d] fu-3 ■p *R

[3d] ta-2 ×p *R

[3d] ho-1 ◆p

[3d] mi-3 ×p

[3d] yo-5 ■p

[3b]ca-1 ◆p[3b] ha-2 ■p

[3d] mo-1 ×p

[3c] ki-6 ■p

[3b]ki-4 ○w

[3d] to-1 ◇p

[3b] ok-1 ■p

[3c] ko-1 ×w

[3d]ev-1■w

[3b] hi-1 ●p

[3c] ta-1 ■p

[3d] an-2 ×w

[3d]su-5 ×n □≒□

[3b] ki-1 ○p

[3d] ni-4 ◇p
[3d] ka-2 ◆w

[3b] yo-4○p

[3d] ni-1 ◆w

[3b] ko-2 ■p

[3c] is-2 ■w

[3d] as-1 ×p

[3d] ta-8 ○w *2

[3d] ta-12 ●p □≒□

[4b] mi-9 ○p *R

[4d] mu-1 ◆p

[4d] ki-2 ◆p
[4b] en-1 ○w *2

[4d] ed-1 ●n

[4b] ut-2 ◆p *2 *R

[4d] ka-1 ■ｗ *R
[4b] st-1 ●p

[4d] ka-3 ◆w *2

[4b] ia-1 ○w

[4b] an-5 ×p *R

[4b] te-1 ●p □＝□

[4b] al-5 ×p *2

[4d]su-4 ●w

[4b] pe-1 ○p
[4b] ma-2 ○w

[4b]al-4 ◆p *R

[4b] da-1 ○p
[4b] ha-4 ○w

[4d]ta-9 ×p

[4d] yo-3 ●p

[4d] ma-1 ×

[1a] be-1 ×p

[1a] jo-1 ●p

[1a]ma-5 ●p

[1a] ri-1 ●p
[1a] ri-2 ●p

[2b] ya-4 ■p □≒□

[2a] se-1 ●w

[2b] se-2 ■p *2

[3a] si-1 ×p

[3a] un-1 ●p

[3a] mi-7 ■w

[4d] mi-6 ◇p
[3c]si-2 ×w

[3d] ts-1 ×p

[4d] ku-3 ●p

[4d] ku-4 ×p

[4d] ab-1 ◆p *R

[4b] sa-3 ●p

[4d] ta-3 ×p

[4b]oz-1 ■w

[4b]al-1 ■p

Eが最上階にある E = L = BREが最下階にある

E-L間にBRがあるE-L間にBRがない

Eが中階にある

E
L
BR

E
L

BR

E
L BR

L
E
BR E

L
BR

E

L
BR

L
E BR

E
L
BR

E L BRE L
BR E

L
BR

LE
BREL

BR

BR
E
L

BR

P+V
凡例

VP

[1d]an-4 ◆p *2 *R

[4b]qu-1 ○p

[4b] fr-1 ●p □＝□ *R[4d] at-1 ○p □＝□

[2b] jo-3 ■p

[3d]os-1 ■p □＝□ 

E-L間にBRがある E-L間にBRがない E-L間にBRがない

▽ △△▽

Type B 

Type D 

Type C 

Type E 

Type I 

Type A 

Type H 

Type J

Type G

Type F 

断面形状も内部空間も
斜面と関係性を持たない

[ 接地タイプ  ]  事例No

表記のしかた
断面タイプ

居室の配置

[3b] ki-5 ■p □≒□ *R

配置的に遠ざける

壁や扉によって閉じる

開いた状態

L

L

L
BR

L
BR

まわり込んでアプローチ

異なるレベルをつなぐ

平地と同様の構成

調和 
    する

対比
    する

斜
面
と
の
関
係

まわり込んでアプローチ

異なるレベルをつなぐ

断面形状は斜面に沿わないが、内部空間
は斜面地の特性を活かしている

斜面の方向性を活かした内部空間

斜面に沿った断面形状で、斜面
の方向性を活かした内部空間

斜面に沿った断面形状で、
内部空間が上昇方向

平地にみられる構成

Other

表 4-5　空間構成にみる斜面との関係

平坦な土地が少ない日本では多くの山林部の開発を必要とし、雛壇造成にみられるように、傾斜した地面を段差に

置き換えることによって居住空間を獲得してきた。しかし、自然の斜面との重なり合いの中で生まれる空間の魅力

があるはずである。本研究は、斜面地に建つ建築家の設計による住宅作品と斜面の相互関係を分析することで、斜

面住宅の特性を明らかにするとともに、建築の大地への応答のしかた、建築のあり方を探る。既往の研究は集合住

宅における住戸群の設計に関するものや、住宅建築の「生え方（建ち方）」についてのケーススタディ、断面構成

の基本形を導き出しているものなど、単要素に特化したものが多い。本研究では、かたちと空間構成を全体的にみ

ることによって多様な斜面住宅の事例を体系的に評価し、さらに事例検証によって掘り下げた。その結果、建築と

地形の相互関係が空間に魅力を与え、また斜面の意味を見出すことにつながることが明らかになった。

ているか、という指標のもと斜面との関係性の傾向を

割り出した。横軸（接地のしかた）において、表中央

ほど、建築が地形に影響をもたらしているもの、そし

て左右の端ほど、地形が建築に影響をもたらしている

もので、そのうち左側が斜面に従うもの、右側が斜面

に逆らうものである。また縦軸（断面形状）は、表上

ほど斜面に沿った構成、下ほど斜面に沿わない構成で

ある。その結果、表の左上から右下にかけて、建築が

地形を「利用する」、地形に「調和する」、地形に「対

応する」、地形を「捨象する」、地形に「対比する」、

という 5つの関係性が見出された（表 7）。

　ここで、事例を検証することによって、具体的な融

通の利かせ方や空間について分析する。

□＝□　全体が把握できる
□≒□　連続した2つの室間で視線が通る

⑤（一室空間における）空間の分節

　

③眺望の視点場

●　全室から
○　全階から

④プライベート空間の配置

p　BRがE-L間にない　配置的に遠ざける
w　BRがE-L間にある　壁や扉によって閉じる

凡例

[ 接地タイプ / 断面タイプ ]  事例No (①/②) ③④　⑤⑥　 

表記のしかた
①屋根の形状

□　フラット
∧　切妻
△　寄棟

0　勾配なし
1　1°～14°
2    15°～30°

②斜度

Type B 

Type D 

Type C 

Type E 

Type I 

Type A 

Type H 

Type J

Type G

Type F 

mi-1

oo-1 ut-1

ta-14

ka-4

ta-5

ta-6

al-5 sa-4

mi-4fr-1

at-1
jo-3

sp-1

yo-2
so-1
is-1

ni-2ta-11
ir-1

en-2ut-2

al-2
ni-3

ik-1

ku-2
sp-3

ku-3

ha-3

bg-1
sp-2

mi-2 yo-1ya-3

ka-3mo-2

wi-1

en-1fu-1
na-1 ta-2

mi-9

mu-1

ka-1st-1 an-5

ya-1

ta-13

ha-5
ma-6

ya-2 yc-1
ma-4

an-1

oo-2

no-2

qu-2

ra-1

ku-1

wi-2

sa-2

ch-1

gr-1

su-1
sa-5

ma-3

pe-3

jo-2

sa-1
wa-1

no-1

gw-1

al-3

su-2

pe-2

te-2

ii-1

mi-10

mi-8

ta-7

an-3

fu-2

ki-3

ko-3

su-3

la-1

na-2

se-2

mi-5

da-2

ak-1

ta-4

fu-3

ho-1

mi-3

yo-5

ca-1

ha-2
mo-1

ki-6

ki-4

to-1

ok-1

ko-1

ev-1

hi-1

ta-1

an-2

su-5

ki-1

ni-4

ka-2

yo-4

ni-1

ko-2

is-2

as-1

ta-8

ta-12

ki-2

ed-1

ia-1

te-1

su-4

pe-1
ma-2

al-4

da-1

ha-4

ta-9

yo-3
ma-1

be-1

jo-1

ma-5

ri-1
ri-2

ya-4

se-1

si-1

un-1

mi-7

mi-6

si-2

ts-1

ki-5

ku-4

ab-1

sa-3

ta-3

oz-1

al-1

an-4

qu-1

os-1

断面
タイプ

ha-3

ha-1

逆らう回避する適合させる

TYPE 3a TYPE 4b TYPE 4dTYPE 3b

TYPE 3c TYPE 1c

 1d

TYPE 2c

TYPE 2d TYPE 1a TYPE 2a TYPE 2b

建築が 斜面に 従う 調和する 調和させる建築が斜面を 調和させる 適合させる 対応する斜面に対する
　建築の態度

    接地
タイプ

遠慮する

TYPE 3d
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表 3　アプローチの方法

表 4　接続方法

図 3　外部と内部における動線の関係性
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図 3　外部と内部の動線

　内外独立パタンは全体の1割程度にとどまっており、

残り 9割は内外同一方向パタンや内外逆方向パタンの

ように斜面の方向性によって動線が決定していること

から、斜面の『方向性』が住宅の内外に渡る全体構成

を秩序づけていることがわかった。
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図 2　断面構成と傾斜角度の関係

また、他の事例から、斜面の『変化』、『眺望』

という空間的特質の利用も見られた。同じ類

型に属した事例においても、関与する斜面の

特性や関わり方が異なり、多様な空間が形成

されていることがわかった。

表8  事例検証の作品一覧

No. 作品名 設計者 地形との関係性の傾向

mi-7 PUT 宮本佳明 利用する
un-1 ヴィラNM UNスタジオ 利用する
al-5 トリョ・ハウス アルヴァロ・シザ 利用する
sa-1 ユニットプランの家 坂倉準三 利用する
mi-4 元階段の家 宮本佳明 利用する
mi-8 bird house 宮本佳明 調和する
sa-4 北向斜面住宅 三分一博志 調和する
te-1 熱海のステップハウス 手塚貴晴＋手塚由比 調和する
mi-9 富士河口湖の家 宮崎浩 対比する
ma-6 マティアス・クロッツ ラウル邸 対比する
se-1 ショーン・ゴッドセル キューの家 対比する
ta-7 廊の家 武井誠＋鍋島千恵 対比する
na-2 ¬ 中山眞琴 対比する
ta-8 SLIDING HOUSE 田島則行 対応する → 調和する
ko-1 アシタノイエ 小泉雅生 捨象する → 調和する
su-2 松山の住宅 末光弘和＋末光陽子 捨象する → 調和する
mi-5 SHIP 宮本佳明 対応する → 対比する
ka-1 G-house 釜萢誠司＋針谷將史 対応する → 対比する
ri-2 デザート・ノマド・ハウス リック・ジョイ 対比する → 捨象する

関
係
性
が
類
型
と
一
致
す
る

一
致
し
な
い

表 7 各性質の定義

地形を利用する

地形の特性を利用するこ
とで地形が建築にプラス
に働いているもの

地形に調和する

建築が融通を利かせなが
ら地形にプラスに働きか
けるもの

地形に対応する

建築が地形の影響を受け
ているもの

地形を捨象する

建築が地形を無視して存
在しているもの

地形に対比する

建築によって地形がより
強く表れるもの



討 議 等 
 
◆討議 [ 鈴木広隆 教授 ] 
 
空間構成、勾配以外の接道状況や方角との関係もある

と思うが、どうだったか？ 
 
◆回答：方角との関係は調査したが、偏りが見られな

かったため関係ないと思われる。 
接道状況に関しては、地域によって違いがありすぎて

分類できなかった。  
 
◆討議 [ 横山俊祐 教授 ] 
 
「事例の検証」より、5 種類の関係性のどれもが良い

ように聞こえるが、どれもおもしろいのか？その中で

どれが良いのか？ 
 
◆回答：関係の強いものほど良いという評価をした。

『捨象する』タイプは斜面との関係が弱く、斜面を活

かせていないため良い評価はしていない。「事例の検

証」では、斜面との関係性がある『利用』『調和』『対

比』の事例を取り上げた。中でも『利用する』タイプ

は斜面地であることを最も活かしているために良い評

価をし、『対比する』タイプは斜面と何らかの関係をも

っているために（良くも悪くもない）それなりの評価

をした。 
 
◆討議：「何らかの」とか、結論で述べた「魅力」とか、

表現が曖昧。もっと具体的にどう良いのかを言うべき。 
 
◆討議 [ 横山俊祐 教授 ] 
 
事例の un-1 は床が斜めになっているが、どのタイプ

に分類されているのか？ 
 
◆回答：接地タイプは「地形をいじらずそのまま接地

させているタイプ」で、断面形状タイプは「（スキップ

フロアの）C タイプ」 
  
◆討議：斜めの床は分類に入っていないのは何故か？

分類の精度をもっと考えられたのではないか？ 
 
◆討議 [ 嘉名光市 教授 ]： 
同じことを思ったが、（雛壇造成を問題視しているわり

に）分析では住宅の中に雛壇をつくっているものばか

りまとめている。けれども、最後の事例検証では、ス

ロープの事例がよく取り上げられていて、それをおも

しろいと感じているのは分かった。 
 
◆討議 [ 嘉名光市 教授 ] 
 
斜度についても、分類しているのか？坂の形状（反り

方）によって変わってくるのでは？平均斜度で見るの

は本当に合っているのか？ 
 
◆回答：基本的に斜度がほぼ一定なものが多く、中に

は「途中までフラットで途中から斜面」などという斜

度が変化する事例も例外として入っている。 
 
◆討議：その「例外」が本当は面白いのかもしれない。 
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